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は

じ

め

に

一

　
『

順
宗

実

録
』

の

改
修

二

権

徳
輿

「

陸

贄

翰
苑
集

序
」

三

韓

愈
の

制
作

意
図

お

わ

り

に

は

じ

め

に

の

制

作
時

期

　

元

和
八

年
（

八

＝
二
）

三

月
、

韓
愈
は

国
子

博
上

か

ら

比

部
郎

中
に

就

任
し
、

史

館
修

撰
を

兼
任
す
る

こ

と

に

な
る
。

韓
愈
の

職

務
は

も
つ

ば

ら

兼

任
で

あ

る

史
館

修

撰
（

歴

史
書
編

纂
係
）

に

あ

り
、

元

和
の

前
、

わ

ず
か
一

年
の

在
位
に

終
わ
っ

た

順
宗
の

永
貞

年
間

（

八

〇

五
）

の

編

年
史
で

あ
る

『

順
宗
実

録
』

の

執

筆
・

編

纂
を
担

当
す
る

こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ

る
。

　
こ

の

就
任

に

際
し

て
、

『

旧

唐
書
』

韓

愈
伝
は

、

韓
愈
が

不

遇

を

託
っ

た
「

進

学

解
」

を

時
の

宰
相
が

読
ん

で

憐
憫
の

情
を

抱
き
、

　

　

　

　

　

　
へ
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

ゆ

か

つ

韓
愈
に

「

史

才

有
り

」

と

し

て

史
官
に

抜

擢
し

た

と

す
る

。

伝
の

後
半

部
に

も
、

元

和

八

年
頃
、

韓
愈
に

「

史

筆
有
り

」

と
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
め

う

評

判
が

あ
っ

た

と

記
録

さ

れ
る
こ

と

か

ら
、

韓
愈
の

史
才
は

、

韓
愈
が

史

官
に

就

任
し

た

元

和
八

年
当
時
、

広
く

認
め

ら

れ

る

も

の

で

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
の

で

あ

る
。

　
「

史
才
」

は
、

文

字
通

り

「

史
書
を

執

筆
す
る

才
」

で

あ

る

が
、

で

は
、

韓
愈
の

史

才
（

史

筆）

と

は
、

具

体
的
に

韓
愈
の

ど

の

よ

う

な

作

品

や

表

現

活

動

を

指
し

て

述
べ

ら

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

か
。

ま

た
、

韓
愈
の

史

才
が
、

韓
愈
の

史

官
と

し

て

の

著
述
で

あ

る

『

順
宗
実

録
』

に

ど
の

よ

う

に

具

現
化
さ

れ
て

い

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

　

本

稿
で

は
、

ひ

と
ま

ず

後
者
の

問
題

に

つ

い

て
、

『

順
宗
実

録
』

巻

四

に

掲
載
さ

れ

る

徳
宗

朝
の

名

臣
・

陸

贄

の

伝

記

を

取
り

上

げ
、

韓

愈
が

陸
贄

伝
の

執

筆
に

際
し

て

参

照
し

た

と

考
え

ら
れ

る

権

徳
輿

撰
「

唐
贈
兵

部
尚

書
宣
公

陸

贄

翰
苑

集
序
」

の

陸
贄
の

伝

記

を

記

し

た

箇
所
と

比

較
し

な

が

ら
、

特
に

そ
の

文
章
表

現
に

注

目

し

て

韓

愈
の

史

才
を

検
討
す

る

こ

と

に

し

た

い
。

　
古
文

家
で

あ
る

韓
愈

や
柳
宗

元
が

、

理

想
と

す
ぺ

き
文

章
と

し

て

司

馬
遷
の

『

史

記
』

を
挙

げ
て

い

る

こ

と

や
、

ま

た

両

者
が

、

若
い

頃
史

家
を
目

指
し

て

い

た

こ

と

を

考
え

る

と
、

本
課

題
の

追

一
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究
は

、

中
唐

占
文

家
の

修
史

意
識
、

古
文

家
と

史

伝
文

学
の

関
係

等
の

問

題
を

解
明
す

る

上
で

端

緒
と

な

る

も
の

と

考
え

る
。

一

　
『

順
宗
実

録
』

の

改
修

　

そ

も
そ

も

「

実

録
」

と

は
、

各

皇
帝

毎
の

歴

史
を

記
し

た

編
年

体
の

官
制
の

歴

史

書
で

あ
り
、

後
に
正

史
が

編

纂
さ

れ
る

際
の

基

本
資

料
と

な

る

も
の

で

あ
る

。

史
館
制
度
が

発
展
し

た

唐
代
で

は
、

宰
相
が

兼
任
す
る

監

修

国
史
の

も
と
、

史

館
修

撰
や

直
史

館
と
い

っ

た

歴
史

書
編

纂
係
が

そ
の

執

筆
・

編

纂
に

当

た
っ

た
。

　

唐

代
に

編
纂
さ

れ

た
実

録
の

な
か

で
、

現

在
そ
の

全

体
像
を

う

か

が

う
こ

と

が

で

き

る
の

は

『

順
宗

実

録
』

の

み

で

あ

り
、

史

学

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

研

究
の

上
か

ら

も
貴

重
な

資
料
と

な
っ

て

い

る
。

　

た

だ
、

こ

の

韓
愈
撰
『

順

宗
実

録
』

は
、

『

旧

唐
書
』

韓
愈

伝

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

そ
し

に
、

「

繁

簡
不

当
、

叙
事

　
取

捨
に

拙

く
、

頗

る

当

代
の

非
る

所

と

為
る

。

穆
宗
・

文

宗
　
嘗
て

史
臣
に

詔
し

て

添
改
せ

し

む
」

（

繁

簡

不
当
、

叙

事
拙

於
取

捨
、

頗

為
当

代

所
非

。

穆
宗
、

文
宗

嘗
詔

史

臣
添

改
）

と

記

さ

れ

る

よ

う
に

、

そ
の

叙
述
の

仕
方

が

批

判
さ

れ
て

穆

宗
や

文
宗
に

改

修
を

命
ぜ
ら

れ
、

ま
た

『

旧

唐
書
』

路
隋

伝

に

も
、

「

初
め
、

韓
愈

『

順
宗

実

録
』

を

撰
し
、

禁
中

の

事
を

説

く
こ

と
頗

る

切

直、

内

官

　
之

を
悪

み、

往
往
上

前
に

於
い

て

其
の

実
な
ら

ざ

る

を

言
ひ

、

累

朝

　
詔

有
り

て

改
修
せ

し

む
」

（

初
、

韓

愈
撰
「

順
宗

実
録
」

、

説
禁

中
事
頗

切
直
、

内

官
悪

之
、

往
往
於

上

前

言
其

不

実
。

累

朝
有
詔
改
修
）

と

見
え
る

。

そ

う
し

た

幾
度
か
の

改
修
の

結

果
、

『

新
唐

書
』

列

伝

第
五

七

（

こ

の

巻

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

つ

ひ

は

歴

史

家
の

伝

記
を

記

す
）

の

賛
に

は
、

「

卒
に

竄
定

し

て

完

篇

無
し

」

（

卒
竄
定

無

完

篇
）

と

い

う

状

態
に

至

っ

た

と

記

す
の

で

あ
る

。

　
こ

う

し

た
、

『

順

宗

実
録
』

に

後
人

の

手

が

加

わ
っ

て

い

る

と

す

る

記
事

や
、

司

馬

光
が

『

通

鑑

考

異
』

に

お
い

て
、

『

順

宗
実

録
』

に

は

叙
述
に

大
き

な

違
い

の

あ

る
二

種
類

（

詳
本
と

略

本
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

の

テ

キ

ス

ト

が

存
在
す

る

と

指
摘
し

て

い

る
こ

と

な
ど

か

ら
、

従

来
の

『

順
宗

実
録
』

研
究
に

お
い

て

は
、

こ

れ

を
韓
愈
の

著

述
と

し

て

扱
う
場
合
、

非
常

に

慎
重
な
態

度
で

あ
っ

た

と

言
え
る

。

　
し

か

し

な
が

ら
、

近
年

発
表
さ

れ
た

瞿
林

東
・

蒋
凡

両
氏
の

論

文

や
、

ま

た

最
近

出
版
さ

れ
た

四

川
大

学
出

版
社

『

韓
愈
全

集
校

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ゆ

注
』

の

『

順

宗
実
録
』

の

解
説

に

拠
れ

ば
、

改
修
が

行
わ
れ

た

回

数
等
で

は

意
見
に

若
干
の

相
違
が

あ

る

も
の

の
、

現
行
の

『

順
宗

実
録
』

が

紛
れ

も

な

く

韓
愈
の

作
で

あ

る

と

す
る

点
で

は

共

通
し

て

お

り
、

後
の

改

修
を

経
て

も

な
お

韓
愈
の

原
作
の

姿
は

保
存
さ

れ

て

い

る

と

主

張
さ

れ
て

い

る
。

筆
者
も

こ

う
し

た

意
見

に

賛
同

す
る

も
の

で

あ

る
。

　

そ

し

て

先
の

『

旧

唐

書
』

路

隋
伝
に

拠
れ
ば
、

改
修
が
「

内

官
」

す

な

わ

ち

宦

官
の

ク

レ

ー
ム

を

受

け
て

行
わ

れ
て

い

る

こ

と

か

ら
、

問
題

と

な
っ

た

箇

所
は

宦
官
が

関
わ
っ

た

禁

中
の

事
件
に

関

わ
る

記

事
で

あ
り
、

ま

た

「

其
の

実
録

中
に

書
す

る

所
の

徳
宗
・

順

宗

朝
の

禁

中
の

事
」

と

記

述
さ

れ

る
一

方
で
、

「

文

宗

　
復
た

永

貞
の

時

事
を

改
正

せ

し

む
」

と

あ

る

こ

と
か

ら
、

改

修
の

対

象

は

専
ら

順
宗

朝
の

永

貞

年

間
の

事

件
で

あ
っ

た
こ

と

が

わ

か

り

（
『

順

宗

実
録
』

で

あ

る

か

ら
、

順
宗

朝
の

事

件
が

中
心

と

な
る
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の

は

当
た

り

前
だ

が
）

、

本

稿
で

扱
う

陸

贄
の

伝
記

は
、

ほ

ぼ

全

体
が

徳
宗
朝
の

出

来
事
で

あ

る

た

め
、

改

修
の

手

は

ほ

と

ん

ど

加

わ
っ

て

い

な
い

と

推
測
さ

れ
、

陸
贄
伝
を

も
と
に

韓
愈
の

叙
述

態

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ゆ

度
を

探
る

こ

と
は

、

十
分

可
能
で

あ
る

と
考
え

る
の

で

あ

る
。

二

権
徳

輿
「

陸
贄

翰
苑

集
序
」

の

制

作
時
期

ニ

ー
1
　
陸

贄
の

伝
記

　

陸

贄
は

徳
宗

朝
に

宰
相
を

務
め
た

名

臣
で

あ

る
。

　

建

中
四

年
（

七

八
三
）

の

朱
批
の

叛

乱
に

よ
り

、

徳
宗
は

奉

天

行
幸
を

余

儀
な

く
さ

れ
た

。

そ
の

際
、

陸
贄
は
翰
林

学
士

と

し

て

徳
宗
に

従
い
、

仮
の

御
所
で

の

ほ

と

ん

ど
の

詔
勅
を

起

草
し
、

徳

宗
の

厚
い

信

任
を

得
て

「

内

相
」

と

呼

ば
れ

る
ま
で

に

至

る
。

長

安
帰
還

後
の

貞
元

八

年
（

七
九

二
）

に

は

実

際
に

宰

相
に

就

任
す

る

が
、

倭
臣

裴
延

齢

等
の

讒
言
に

よ
っ

て

徳

宗
の

信

用
を

失
い

、

貞

元
十
一

年

（

七

九

五
）

四

月
、

忠
州

別
駕
に

左

遷

さ

れ
、

貞
元

二
一

年

（

八

〇
五
）

、

そ
の

地

で

没

し

て

い

る
。

　
か

く
、

徳

宗
朝
に

官
僚
と
し

て

の

人
生

を

送
っ

た

陸
贄
の

伝

記

が
、

続

く
順

宗
期
の

歴
史

書
で

あ
る

『

順
宗
実

録
』

に

記

載
さ
れ

る
の

は
、

順

宗
の

永
貞
元

年
（

八

〇
五
）

に

な
っ

て

初
め

て

名
誉

を
回

復
さ
れ

、

兵
部

尚
書
を
追

贈
さ

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

　
実

録
は

編
年

体
の

歴
史

書
で

あ

る

が
、

編
年

史
の

途

中
に

個
入

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ゆ

の

伝
が

挿
入

さ
れ

る

形

式

で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

　
『

順

宗

実
録
』

に

も
、

陸
贄
を

含
め

て

七

人
の

伝

記
が

所
記
さ
れ

る
。

陸

贄
の

伝
記

は
、

『

順
宗

実
録
』

巻
四

に
、

「

［

永
貞

元

年
七

月

九

日
］

贈
故

忠

州
別

駕
陸
贄

兵
部
尚

書
」

と

あ
る

記

事
に

続
い

て

記

さ

れ

て

い

る
。

『

順
宗
実

録
』

に

記
さ
れ

る

個
人

の

伝
記
の

な

か

で

は

最
も

詳
細

な
も
の

と

な
っ

て

い

る
。

　
わ

ず
か
一

年
の

短

期
に

終
わ
っ

た

順

宗
朝
に

お

い

て
、

順

宗
が

実
施
し

た

善
政
の

ひ

と

つ

が

徳
宗
朝

後
期
に
左

遷
さ
れ

た

忠

臣
の

名

誉
回

復
で

あ

り
、

陸
贄
の

召

還

は
、

同
じ

徳
宗
期
に

諌
議
大

夫

か

ら

道
州
刺

史
に

左

遷
さ
れ

た

陽
城
の

名
誉
回

復
と

並
ん

で
、

順

宗

期
の

善
政
と

し

て

ど

う

し

て

も

記
録
せ

ね

ば
な

ら
ぬ

事
項
で

あ

　

　
　

　

　
　

　

ぜ

っ

た
と

考
え

ら

れ
る

。

ニ

ー
2
　

権

徳
輿
「

陸
贄

翰
苑
集
序
」

と

の

関
係

　

陸

贄
の

伝
記
は

、

『

順

宗
実

録
』

所

載
の

も
の

以
外

に
、

実
は

権
徳
輿
が

書
い

た

「

追
贈
兵

部
尚

書
宣
公

陸
贄

翰
苑
集
序
」

が

現

存
し

て

い

る
。

結
論
か

ら
言

え

ば
、

韓
愈
は

こ

の

権
徳
輿
の

序
を

参

照
し

て

『

順
宗
実

録
』

の

陸
贄

伝
を
書
い

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　

権
徳
輿

は

陸

贄
と

つ

な
が

り

の

深

い

人

物

で

あ
る

。

権
徳
輿
の

経
歴

を
以

下
簡

単
に

記
す
と
、

権

徳
輿
は
、

陸
贄
が

宰
相
に

就

任

す

る
の

と

同
じ

貞

元

八

年
（

七

九

二
）

、

そ
の

年
の

六

月
に

諌

官

で

あ

る
左

補
闕

に

就

任
し

て

い

る
。

左

補
闕

在
任
時
に

は
、

後
に

讒

言
に

よ

り

陸

贄
を
宰

相
か

ら

失
脚
さ

せ

る

裴
延
齢

を
批

判
す
る

文
章

を
徳

宗
に

上

奏
し

て

い

る
。

同

じ

頃
、

同

様
の

上

奏
文

を
陸

　
　

　

　
　

　

　

ゆ

贄
も

執
筆
し

て

お

り
、

両

者
が

反
裴
延

齢
と
い

う
共

通
の

立

場
に

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。
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そ
の

後
権

徳
輿
は

、

貞
元

十
年
（

七

九

四
）

四

月

に

は

起
居

舎

人
に
、

八

月

に

は

知

制

誥
を

兼
任
と
、

宰
相

陸
贄
の

も

と

で

徐
々

に

頭

角
を

現
し

て

い

る
。

よ
っ

て

「

陸
贄

翰
苑

集
序
」

の

伝
記

部

分
は
、

実

際
に

権
徳
輿
が

陸

贄
の

政

治
活

動

を
目
の

当
た

り

に

し

て

書
い

た

内

容
を

含
む

生

の

資
料
と

言
え

る
。

　

憲
宗

朝
に

入

り
、

権
徳
輿

は

元
和
五

年
（

八
 

○
）

九

月

に

は

宰

相
に

就

任
、

韓
愈
が

史

官
に

就
任
す
る

元

和
八

年

（

八
一

三
）

三

月
、

そ

の

二

ヶ

月

前
に

宰
相
を

辞
任
し

て

い

る
。

　
ま

た
、

政
界
だ

け
で

な

く
当

時
の

文

壇
に

お

い

て

も
そ
の

盟
主

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

と

し

て

名
を

馳
せ

て

い

た
。

墓

碑
銘

や

墓
誌

銘
の

執
筆
で

は
、

韓

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

愈
以

上

の

作
を

残
し

て

お

り
、

そ
の

文

章
の

評
価
が

当
時

如
何
に

高
か

っ

た

か

が

わ
か

る
の

で

あ

る
。

　

詩

文

集
の

序
に

、

作
者
の

伝

記
や

経
歴
が

記

さ

れ
る
の

は

古
く

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

り

か

ら

行
わ

れ
て

い

る

こ

と

で

あ
り

、

権
徳

輿
「

陸
贄
翰

苑
集
序
」

で

も
、

序
の

半
ば
に

陸

贄
の

比

較
的

詳
し
い

伝

記
が

挿

入

さ
れ

て

い

る
。

　

権
徳
輿
「

陸
贄

翰
苑
集
序
」

と
、

韓
愈
『

順

宗
実
録
』

陸

贄
伝

に
つ

い

て

は
、

末
尾

の

対
照

表
を
参

照
さ

れ

た

い
。

上

が

『

唐
文

粋
』

巻
九
一

所
収
の

権
徳
輿
「

追
贈

兵
部
尚

書
宣
公

陸
贄

翰
苑
集

序
」

、

下

が

韓

愈
『

順
宗

実

録
』

巻
四

所
載
の

陸
贄
の

伝

記

（

本

文

は
、

各

本
と

の

校

勘
を

経
た

四
川

大

学

出
版

社
『

韓
愈
全

集
校

注
』

に

拠

る
。

以
下

『

順
宗

実

録
』

の

本
文

は
、

す
べ

て

同
書
に

拠

る
）

で

あ

る
。

そ

れ
ぞ
れ

文

章
の

順
序
は

入

れ

替
え

ず
、

上

下

に

は

同
内

容
の

記
事

を
対
応

さ
せ

て

お
り
、

対

応
す

る

事

項
が

な

い

場
合
は

空

白
に

な
っ

て

い

る

（

以

下
「

対

照
表
」

と

呼
ぶ
）

。

両

者
と

も

ほ

ぼ

陸

贄
の

経
歴
に

従
っ

て

各

事
項
が

記
さ
れ

て

い

る

点
で

共
通

し

て
い

る
。

　

以

下

は
、

両
者
に

語
句
や

表
現
の

類

似
が

多
い

こ

と

を

確
認

す

る

た

め

に
、

対
照

表
か

ら
、

部

抜
き
出
し

た
も
の

で

あ

る
。

語

句

や
表

現
が

共

通
す

る

箇

所
に

は

実
線

、

類
似

す
る

箇
所
を

破

線
で

示

し

て

い

る
。

権
徳
輿

「

陸

贄
翰
苑

集
序
」

（

1
）

公

灑

翰
即

成
、

不

復

起

草
。

初

若

不

経
思

慮
、

及

成
而

奏
、

無

不

曲

尽

事

情
。

中

於

機

会
、

倉

卒

填
委

。

同

職

者

無

不

拱

手

歎

伏、

不

能
復

有
所

助
。

（

2
）

嘗

従
容

奏

日
、

「

此

時

詔

書
、

陛
下

宜

痛

自
引
過

、

以

感
人

心
。

昔

禹
湯
以

罪
己

勃

興
、

楚

昭

以

善

言

復
国

。

陛

下
誠

能

不

憐
改

過
、

以
劃

剔
剛

困
H。

俾
圃
草
辞

無

諱
、

庶

幾
群

盗

革

心
」

。

上

従

之
。

故

行
在

詔

書
始

下
、

雖

武
人

悍

卒、

無

不

揮
涕
激
発

。

韓
愈
『

順
宗
実

録
』

巻
四

贄

操
筆
持

紙
、

成
於

須
臾

、

不

復

起
草

。

同
職

皆
拱

手
嗟
嘆

、

不

能

有
所
助

。

常
啓

徳

宗

言
、

「

方

今

書
詔

、

宜

痛

自
引
過

罪
己
、

以

感
人
心

。

昔
成

湯
以

罪
己

致

興
、

後
代

推

以

為
聖
人

。

楚
王

失

国
亡

走
、

＝
言

善
而

復
其

国
、

至

今
称

為

賢

者
。

陛
下
誠

能
不

怯
改
過
、

以

言
謝
天

ド
。

臣
雖
愚

陋
、

為

詔

詞
無

所
忌
諱

。

庶

能
令
天

下
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議

者
以

徳

宗

克

平

寇

乱
、

惟

神

武

之

功
、

爪

牙

宣

力
、

亦

資
文

徳
腹
心

之

助
焉

。

（

3
）

劃 不 1

服

関、

復
内

，

職
、

権
知

兵

部
侍
郎

。

覲

見

之

日
、

天

子

為

之

興
、

改

容
叙

弔
、

優

礼

如

此
。

内
外

属

望
、

旦

夕

俟

其

輔

政
。

為

竇
参

忌
嫉

、

故

緩
之

。

（

4
）

真
拝
兵

部
侍
郎

、

知

礼
部

貢
挙

、

得
人

之
盛

。

公

議
称

之
。

（
5

）

公

以

少

年

入

侍
内

殿
、

特

蒙

知

遇
。

不

可

与

衆

浮

沈
、

苟

且

自

愛
。

事

有

不

可
、

必

諍
之

。

上

察
物

太

精
、

躬

臨

庶

政
、

失

其

叛

逆

者

迴

心

喩

旨
。

」

徳

宗
従

之
。

故

行
在
制
詔

始
下
、

聞
者

雖
武
人

悍
卒

、

無
不

揮
涕

感
激

。

　

議
者
咸
以

為、

徳
宗

尅
平

寇

難
、

旋

復
天

位、

不

惟
神

武
成

功
、

爪

牙

宣

力、

蓋

以

文

徳
広

被
、

腹

心

有

助
焉

。

為 翰 免

桐 林 喪i
o 　 　 　 u 　 　 、

権
知

兵
部
侍

郎
、

復
入

中
外

属
意
、

旦

夕

竣
其

竇
参

深
忌

之
、

尋

真
拝
兵

部

侍
郎

、

知

礼

部
貢

挙
、

於
進
士

中
得
人

為
多

。

・

…

天

下
称
之

。

贄
之

為
相
、

常
以
少

年
入

翰
林

、

得
幸
於

天

子
、

長

養
成

就
之

、

不

敢
自

愛
。

事
之

不

可

者
皆
争

之
。

徳
宗
在

位
久
、

益
白

攬
持

認、
動
与

公

違
。

（

6
）

　

公

在

南

賓、

閉

門

却

掃
、

郡

人

稀

識
其
面

、

復
避

謗
不

著
書
、

惟

考

医

方
、

撰

『

集
験

方
』

五

細
行

於，

越
。

江

峡

十

稔
、

永

貞

初
、

与

鄭

餘
慶

、

陽

城

同

徴

還
。

公

已

薨
歿

。

時

年
五

十
二

。

機
柄

、

親
治

細
事
、

失
君

人
大

倒
、

宰
相
益
不

得
行

其
事

職
。

　
贄
居

忠
州

十
餘

年、

常

閉
門

不
出

入
、

人

無
識
面

者
。

避
謗

不
著

書
、

習

医
方
、

集
古

今
名

方
為
『

陸

氏
集

験
方
』

五

十
巻
、

卒
於
忠

州
、

年
五

十
二

。

上

初

即
位

、

与

鄭

餘
慶、

陽

城
同

徴
。

詔
始

下、

而

城、

贄

皆
卒

。

　

以

上
、

両

者
を

比

較
し

た

結

果
、

共

通
箇
所
・

類

似
箇
所
が

多

く

存

在
し

て

い

る

こ

と
が

確

認
で

き
た

。

同

じ

よ

う
な

箇
所
は

、

こ

こ

に

挙
げ
た

以

外

に

も

陸
贄
の

伝
記

全

体
に

渡
っ

て

お
り

、

両

者
に

何

ら

か

の

影
響

関
係
が

あ
る

可

能
性
が

考
え
ら

れ
る

。

　

次
に

両

者
の

制
作

時

期
に

つ

い

て

検

討
す
る

。

韓
愈
が

『

順
宗

実

録
』

の

執

筆
に

取

り

か

か

る
の

が
、

元

和
八

年
（

八

匸
二
）

三

月

の

史

館
修

撰
就

任
以
降
で

あ

り
、

最

終
的
に

憲

宗
皇

帝
に

提

出

す

る
の

が

元

和

十
年
（

八
一

五
）

夏

頃
で

あ
る

。

　
で

は
、

権

徳
輿
の

序

が

書
か

れ

た

時
期

は

い

つ

頃
で

あ

ろ

う

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

蒋

寅
氏
「

権
徳

輿
作
品

繋
年
」

に

は
、

こ

の

序
文
の

繋

年
は

さ

れ

て

い

な
い

が
、

序
文

中
に

「

其
の

経
綸
制

度
は

、

具

に

『

徳
宗

実

録
』

に

在
り

」

（

其

経

綸

制

度
、

具

在

『

徳

宗

実

録
』
）

と

『

徳

宗
実

録
』

に

言

及

し

て
い

る

こ

と

か

ら
、

権

徳
輿
の

序
は

、

監

修
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国
史

裴
増

等
に

よ
っ

て

『

徳

宗
実
録
』

が

提

出
さ
れ

た

元

和
五

年

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ゆ

（

八
一

〇
）

十
月

以
降
の

作
で

あ

る

こ

と

が

わ
か

る
。

　

ま
た

逆
に
、

同
じ

陸
贄
の

伝
記

を

記
し

な

が

ら
、

公

的

な
歴

史

記
録
で

あ
る

『

順
宗
実

録
』

に

全
く

言
及
し

て

な
い

こ

と

か

ら

考

え

て
、

権

徳
輿
の

序
は
、

韓
愈
が

『

順
宗
実

録
』

を

提

出
す
る

以

前、

す
な
わ

ち

元

和

十
年

夏
以

前
に

書
か

れ

て

い

た

と

推
測
さ

れ

る
。

　
こ

の

こ

と
は

、

両
者
を

更
に

仔
細
に

比

較
し

た

時
、

い
っ

そ

う

明
ら

か

に

な
る

。

　

（

2
）

の

後
半

部
が

そ

の

証
左

の

ひ

と
つ

で

あ

り
、

こ

こ

で

韓

愈
は

権

徳
輿
の

文
章

を
四

字
の

対
句
に

整
理

仕

直
し

て

い

る
。

権
徳
輿
「

陸
贄
翰
苑
集
序
」

　

　

　

　
　

　
　

　
つ
　

じ
　

　

議

者
以

、

徳
宗
克

平
寇

乱、

　

　
　
　

ム

　
ム
　

　

　
ム

　
ム

亦

資
文

徳
腹
心

之

助
焉

。

　
　
　
　

む
　

　
　

の
　
　

　

の
　

の
　

　
　

　

不
惟

神

武
之

功
、

爪

牙
宣

力、

芸

　

韓
愈

『

順

宗
実

録
』

嗜
泗
゜

　
°

°

°

。

　

　

　
°

°

°

°

議

者
咸

以

為、

徳
宗

尅
平
寇

難
、

旋

復
天

位、

不

惟
神
武

成
功
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　

　
　

ム

　

　
　

　
　

ム

　
　
　
　
　

　

ム

　

ハ
　

ム

爪

牙
宣

力
、

蓋

以

文

徳
広

被
、

腹

心

有
助
焉

。

　

韓
愈
「

尅

平
寇

難
、

旋
復
天

位」

は
、

権
徳
輿

「

克

平
寇

乱
」

に

「

旋
復
天

位
」

を

加
え

て

対

句
に

し

て

お
り

、

ま

た

韓
愈
「

蓋

以
文

徳
広

被、

腹
心

有

助
焉
」

は
、

権
徳

輿
「

蓋

亦
資
文

徳

腹
心

之

助

焉
」

を
四

字
の

対
句
に

整

え
て

い

る
。

　
さ

ら
に

決

定
的

な
の

は
（

5
）

で

あ

る
。

こ

こ

は

権

徳
輿
が

徳

宗
や

陸
贄
に

対

す
る

権
徳

輿
個
人
の

見

解
を

述
べ

て

い

る
一

段

で

あ
り
、

末

尾
対

照
表
で

破

線
で

囲
う
箇

所
が

そ

れ
で

あ
る

が
、

権

徳
輿
の

序
で

は

伝
の

中
央

部
に

位
置
し

て

い

る
。

韓

愈
は

そ
れ

を

陸

贄
伝
の

論
賛

的
な

役
割

を
担
わ
せ

る
た

め

に

転
用

し
、

位
置
も

論

賛
に

相
応
し

く
、

伝
の

末
尾
付

近
に
配

置
し

直
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

も
し

権
徳
輿
の

序
の

制

作
が

韓
愈
の

『

順
宗
実
録
』

よ

り

後

で

あ

れ
ば
、

官
制
の

歴

史

記
録
で

あ

る

『

順
宗
実

録
』

の

論

賛
と

も

言
え
る
一

段

を
、

権
徳

輿
個

人
が

編

纂
し

た

陸
贄

集
の

序
文
で

自

ら

の

見
解
を
述
べ

る

の

に

借
用
し

た

こ

と

に

な

る

が
、

そ

れ

は
『

順

宗
実

録
』

が

公

的

な
歴

史
記

録
で

あ
る

だ

け
に
、

そ
の

名
を
伏
せ

て

利

用
す
る

と

い

う
の

は

普

通
考
え
に

く
い

。

先
に

権

徳
輿
が

、

陸

贄
の

実

施
し

た

制
度

に
つ

い

て

は

「

具
に

『

徳

宗
実

録
』

に

在

り
」

と

し
、

詳
述

す
る

こ

と

を

省
略
し

て

い

る
の

は
、

「

実

録
」

が

信

頼
の

お

け

る

歴
史

記
録

で

あ

る

と

認
め

て

い

る

か

ら

で

あ
ろ

う
。

『

順
宗

実

録
』

が

す
で

に

存

在
し

て

い

て
、

そ

れ
に

言
及
し

な
い

と

い

う
の

は

不

自

然
で

あ

る
。

　

も

し

逆
の

場

合
、

す

な
わ

ち
、

権
徳
輿
の

序
を

韓
愈
が

参
照
し

た

と

い

う

の

で

あ
れ

ば
、

歴

史
書
の

編
纂

方
法
か

ら

考
え

て
、

大

い

に

有
り

う

る

こ

と

で

は

な

か

ろ

う
か

。

す
な
わ

ち
、

公

的
な

歴

史

記
録
は

、

行

状
や
墓

誌

銘
な

ど

の

既

存
の

伝
記

資
料

を
も
と

に

書
か

れ
る

の

が

通
例

で

あ
っ

て
、

当
時
文

章
家
・

政
治

家
と
し

て

著

名
で

あ

り
、

韓
愈
が

個
人
的
に

も
深
い

つ

な
が

り
の

あ
っ

た

権

徳

輿
の

文

章
を

参
照

し

た

と

考
え

る

の

は
、

極
め

て

妥

当
で

あ

る

と

言
え
よ

う
。
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以
上
、

韓
愈
の

『

順
宗

実
録
』

陸

贄
伝
が

権

徳
輿
の

序
よ

り

後

に

作
ら

れ
た

も
の

で

あ

り
、

し

か

も

韓
愈
が

、

権
徳
輿
の

序
の

構

成

や
内

容
だ

け
で

な

く
文

章
表

現
も
参

照
し

て

い

る

可
能
性

が

極

め

て

高
い

こ

と
に
つ

い

て

述
べ

た
。

両
者
に

類

似
し

た

表

現
が

多

く

見
ら

れ
る
の

は
、

韓
愈
が

『

順
宗
実

録
』

陸

贄
伝
の

執

筆
に

あ

た

り
、

権

徳
輿
の

序
を
参

照
し

た

結

果
で

あ

る

と

判
断
さ
れ

る
の

で

あ

る
。

三

　
韓
愈
の

制
作
意
図

　

本

節
で

は
、

権
徳
輿
の

序

と

韓
愈
の

陸

贄
伝

を
更
に

細
か

く
比

較
し

、

特
に

両

者
の

相
違
点

に

注
目

し

て
、

韓

愈
の

陸

贄
伝
制
作

意
図
を

検
討
し

た

い
。

三

1
ー

　
ポ

イ

ン

ト

と

な

る
個

所
の

相
違

　

再
び

末
尾
の

対
照

表
を
参

照
し

て
い

た
だ

き
た
い

。

今
こ

の

対

照

表
の

ほ

ぼ

中
央

部
の

実

線
を

引
い

た

箇

所
、

貞
元

八

年
（

七

九

二
）

の

陸
贄
の

中

書
侍
郎
同

中

書
門

下
平
章

事
、

す

な

わ
ち

宰
相

就

任
を

官

界
に

お

け
る

陸
贄
の

ピ

ー
ク

時
と

す
れ
ば

、

両
者

を
比

較
し

た

場
合
、

権

徳
輿
の

序
で

は

そ
れ

以
前
の

陸
贄
の

前
半

生

の

叙
述
が

詳
し

く、

逆
に

韓
愈
の

方

は
、

そ
れ

以

後
の

後
半
生
に

多

く
の

文

字
が

費
や

さ
れ

て

い

る

こ

と
が
一

目
瞭

然
で

あ
る

。

　

韓
愈
の

側
か

ら

言
え

ば
、

権
徳
輿
が

執

拗
に

記
し

た

陸

贄
の

前

半
生

、

す
な

わ

ち
、

朱

批
の

叛
乱
に

よ

る

徳

宗
の

長

安
出
奔

後、

奉
天

で

翰
林

学
士

と

し

て

活

躍
し

て

以

降
、

徳
宗
の

厚
い

信
任
を

得、

つ

い

に

は

宰
相
に

就

任
す
る

ま

で

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

大

幅
に

削
り

、

逆
に

、

宰
相

就
任

後、

政

界
で

様
々

な
確

執
を

経
て
、

つ

い

に

裴

延
齢

等
の

讒

言
に

よ
っ

て

徳
宗
の

信
用
を

失
い
、

忠
州
別

駕
に

左

遷
さ

れ

て

そ
の

地

で

没
す
る

ま

で

の

後

半
生

を
、

よ

り

詳

細
に

叙
述

し

て

い

る

と
い

う

こ

と

に

な

る
。

三

12
、

削
ら

れ
た

前

半
部
の

検

討

　

韓

愈
が

削
っ

た

前

半
の

内

容
は
、

以

下
の

（

a
）

か

ら

（

e
）

で

あ
り

、

こ

れ

ら
は

い

ず

れ
も

陸
贄
に

対
す
る

徳
宗
の

信
任
の

厚

さ
を

伝
え

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

で

あ

る
。

（

a
）

く
つ

ろ
い

で

語
ら

う
時
は
、

徳
宗
は

「

陸
九
」

と

親

愛
の

　

情
を
込

め

て

呼
ん

だ
。

（

有

時
讌

語
、

不

以

公

卿

指

名
。

但

　

呼
陸
九

而

已
。

）

（

b
）

奉
天

か

ら

梁
州
に

移
動

す
る

際、

陸

贄
を
見

失
っ

た

徳
宗

　

が
、

陸

贄
を

探
し

出

し

た

者
に

は

賞
金
を

取
ら

せ

よ

う

と

涙

　

を

流
し

な

が

ら

言
つ

た
。

（

初
幸

梁

洋
、

桟

道
危

狭
、

従

官

　

前
後
相

失
。

上

夜
次
山

館
、

召
公

不
至

。

泣
然

号
於

禁
旅
日

、

　

　
「

得
陸

贄
者

賞
千
金
」

。

頃
之
公

至
、

太

子

親
王

皆

賀
。

）

（

c
）

陸
贄
が

翰
林

学
士

と

な
っ

た

時
、

郷
里
の

呉

に

い

た

陸
贄

　

の

母

韋
氏

を
、

徳
宗
が

使

者
を
派

遣
し

て

長
安
に

迎
え

、

そ

　

の

道

中

駅
馬

を

使
っ

た
。

（

初
公

既

職
内

署
、

母

韋
氏

尚

在

　

呉
中
、

上

遣

中

使
迎

致

京
師
、

道

路

置
駅

、

文
士

栄
之

。

）
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（

d
）

韋
夫
人

が

死

去
し

、

そ
の

柩
を
運

ぶ

際
に
、

徳
宗
が

わ

ざ

　

わ

ざ

使

者
に

護

衛

さ
せ

た
。

（

丁

韋

夫
人

憂
去

職
。

持

喪
於

　

洛、

遣
人

護
漂
陽
之

柩
、

附

葬
河

南
。

上

遣

中
使

監
護
其

事
。

）

（

e
）

喪
が

明
け

た

陸

贄
と

再

会
し

た

徳
宗
が
、

居

住
ま
い

を
正

　

し

て

弔

辞
を

述
べ

た
。

（

服

関

復
内

職
、

権
知

兵
部

侍
郎

。

　

覲
見
之

日
、

天

子

為
之

興
、

改
容

叙
弔

、

優
礼
如

此
。

）

　

権
徳

輿
は

、

こ

れ

ら

陸
贄
に

対

す

る

徳
宗

の

信

任
の

厚
さ

を

物

語
る
エ

ピ

ソ

ー

ド

を

執
拗

に

列

挙
す

る
。

　
そ

れ

に

対

し

韓

愈
は
、

陸

贄
が

奉
天

で

徳
宗
に

進
言

し

た

セ

リ

フ
、

す
な

わ
ち

「

帝
は

奉
天

出

奔
に

至
っ

た

自
ら

の

過

ち

を

天

下

に

謝
罪

す
べ

き
で

あ

り
、

そ

の

詔

書
は

非

才
な
が

ら
わ

た

く

し

が

執

筆
い

た

し

ま

し

ょ

う
」

と

述
べ

る

陸

贄
の

こ

と

ば
と
、

陸

贄
が

起

草
し

た

徳
宗
の

詔
勅

を

聞

き
、

武
人

で

さ
え

も
涙
を

流
し

た

と

　
　

　

　
　

　

ゆ

い

う

有
名
な

逸
話

を

挙
げ
る

だ

け
で

、

そ

れ

以

外
は

す
べ

て

削

除

し

て

い

る
。

　

韓
愈
が

元

和
十
年

夏
、

『

順

宗
実

録
』

を

提

出
す

る

際

に

書
い

た

「

進

順
宗

皇
帝

実
録

表
状
」

（

巻
三

八
）

に

は
、

『

順
宗
実

録
』

に

記
載

す
る

記
事
の

基

準
と

し

て

「

常
事
を

削
り

去

り
、

其

の

政

に

繋
が

る

者

を

著
す
」

（

削

去

常

事
、

著
其

繋

於

政
者
）

と

あ

る

こ

と

か

ら
、

権
徳
輿
が

記
し

た

先
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

は

「

常
事
」

で

あ
り

、

直

接
政
治
に

関
係
し

な
い

と

見
な
し

て

削

除
し

た

こ

と

に

な

る
の

だ

ろ

う
か

。

　

そ
し

て

結
論
か

ら

言
え
ば

、

韓
愈
の

制
作

意
図
は

、

後
半
の

加

筆
し

た

箇

所
に
こ

そ

顕
著
に

う
か

が

え

る
の

で

あ

り
、

韓
愈
は

陸

贄
に

か

け

ら

れ
た

様
々

な

嫌

疑
を

解
く
こ

と

を

目

的
に

伝
を

記
し

て

い

る
。

三

13
、

加
筆
さ

れ
た

後

半
部
の

検
討

　
で

は

次
に

、

伝
の

後
半

部
の

韓
愈
が

加

筆
し

た

箇
所
を

見
て

い

く

こ

と

に

す
る

。

加

筆
し

た

箇
所
は

、

次
の

五

点
に

集
約
で

き
る

。

（ （ （ （ （

VIV 皿 ll　 1
） ） ） ） ）

任
用

制
度
の

変
革

竇
参
の

左

遷

及

び

死

去
の

原
因

究

明

裴
延

齢
の

讒
言
に

よ

る

陸
贄
の

宰
相
失

脚

陸
贄
の

忠
州

別

駕
左

遷
の

経

緯

徳
宗
・

陸

贄
に

対
す
る

評
価

以

下
、

見

て

い

く
こ

と

に

す

る
。

（

i
）

任
用
制

度
の

変

革

　

権
徳

輿
の

序
で

は
、

陸

贄
が

知

貢
挙
の

時
に
、

多
く
の

人
材
を

見
つ

け

て

（

得
人

之
盛
）

、

称
賛
さ

れ
た

（

公

議

称
之
）

と

す
る

。

実

は
こ

の

時
、

す
な

わ

ち

貞
元

八

年
（

七

九

二
）

の

進
士

科
の

試

験
に

お

い

て

韓
愈
や

李

絳
等
が

及
第
し
、

世

に

「

龍
虎

榜
」

と

称

さ

れ

た

こ

と

は

よ

く

知
ら

れ
て

い

る
。

権

徳
輿
の

序
は

こ

う
し

た

事
実
を

記
し

て

い

る
。

　

そ

れ

に

対

し

韓

愈
は
、

権

徳
輿
と

同

じ

く
、

知

貢
挙
と

し

て

優
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れ

た

人
物

を
及

第
さ

せ

た
と

記
し

は

す

る

が
、

称

賛
さ

れ
た

（

天

下
称

之
）

の

は
、

多
く

の

問

題
を

抱
え

な
が

ら

も
三

年
に
→

度
の

開

催
が

慣
習

化
し

て

た

吏
部
の

任
用
試

験
（

博

学
宏

詞
科
・

書
判

抜

萃
科
）

を
本

来
の

毎

年
開

催
に

戻
し

、

そ

れ
に

よ

り

浪
人

生

の

増
加

や

官
員
の

定

員
不

足
な
ど
の

悪

弊
を

解
消
し

た

功

績
で

あ

る

と

す

る
。

　

韓
愈
が

何
故

に

こ

う
し

た

変
更

を
行
っ

た
の

か

本

稿
で

は

明
ら

か

に

し

が
た

い

が
、

す
で

に

実

質

的
効

果
を

挙
げ
て

い

る

制
度
改

革
の

方
こ

そ
陸

贄
の

功

績
と
し

て

記
録

す
る

に

相
応

し
い

と

判
断

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
コ
　

し

た
た

め

で

は

な
か

ろ
う
か

。

（

苴
）

竇

参
の

左

遷

及
び
死

去
の

原

因
究

明

　

（・
n

）

は
、

か

ね

て

よ

り

陸
蟄
と

反
り
の

合
わ
な
か

っ

た

宰
相

竇

参
の

左

遷
と

そ
の

死
去
に

陸

贄
が

関
与
し

た

と

す
る

疑
惑
に
つ

い

て

記
す

箇
所
で

あ

る
。

こ

の

箇
所
は

、

権
徳
輿
の

序
に

「

議
を

ほ

ヒ
い

モ

ま
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

あ

横

に

す

る

者
は

　
（

陸
）

公

と

（

竇
）

参
と

素
よ

り

協
は

ざ

る

を

以
て

、

相

を

罷
む

る

の

議

を
公

に

帰
す
」

（

横

議

者
以

公

与

参

素
不

協
、

帰

罷
相
之
議
於

公
）

と

記
さ
れ

て

お

り
、

当

時
、

こ

う
し

た

風
評
が

広

ま
っ

て

い

た

こ

と
が

わ
か

る
。

　

さ
て

韓
愈
は

こ

の

（一
n

）

で
、

権
徳
輿
の

序
で

は

わ

ず
か

三

五

字
で

書

か

れ

て

い

た

記

事

を
」

四

四

字
と

大

幅
に

加

筆
し

て

い

る
。

こ

こ

で

韓
愈
は

、

竇
参
の

左

遷
と
死

去

に

陸
贄
が

関
与
し

た

と

す
る

「

議

者
」

の

説
が

事

実
無

根
で

あ
る

こ

と
を
、

事

件
の

経

緯
を

詳
細
に

記
す
こ

と

で

明

ら
か

に
し
、

陸

贄
の

名
誉
回

復
を

は

か
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

初
め
、

竇

参
の

李
巽
を

出

し

て

常
州

刺
史
と

為
し

、

且
つ

其

の

行
く
を

迫
る

。

巽

　
常
に

之

を

銜
む

。

参
の

貶

せ

ら
れ

て

槨

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

た

ヨ

州

別
駕
と

為
る

に

至

り
、

巽

　

適
た

ま

湖
南

観
察
に

遷
る

。

　

徳
宗

　
常
て

参
と

故
の

相
姜
公

輔
の

罪
を
言

ふ
。

参
　

其
の

語

を

漏
ら

す
。

参
敗

れ
、

公

輔

　
因

り

て

上

疏
し

て

自

ら

其

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
レ　

の

事
の

臣
の

過
に

非
ざ

る

を

陳
ぶ

。

徳

宗
　
之

を

詰
ひ
、

参
の

其
の

語
を

洩
ら

す
を
知

り
、

怒
る

も
、

未
だ

発

す

る

所
有
ら

ず
。

た

き会
た

ま

巽

　
沐
州

節
度

劉
士

寧
の

参

に

金

帛
若

干
を
遺
る

を
奏

す
。

士

寧

　
沐
州
を

得
る

に
、

参

　
其
の

議
を

処

す
。

士

寧

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

お

も

常
に

之

を

徳
と

す
。

故
に

厚
睨
を

致
す

。

徳
宗
以
へ

ら

く

　
参

　

罪
を

得
て

武

将
と

交
は

り

結
ぶ

と
。

怒
り

を

発
し

て
、

竟
に

参
に

死

を

致
す

。

　
而

る

に

議

す
る

者
　
多
く

参
の

死

　
（

陸
）

贄
に

由
る

と

言

へ

り
。

　

李

巽
は

、

竇
参
に

よ
っ

て

常
州

刺
史
に

出
さ

れ
た
。

そ
の

際
、

赴
任
を

急
か

さ

れ

た

こ

と

で

恨
み

を

抱
い

て

い

た
。

後
、

湖

南
観

察
士

と

な
っ

た

李
巽
が

管
轄
す
る

湖
南

省
郡
州

の

別

駕
に

竇

参
が

左

遷
さ
れ

て

き
た

。

都
で

の

立

場
が

逆

転
し

た

わ

け

で

あ

る
。

　
こ

れ
に

先
ん

じ

て
、

徳
宗
と

宰
相
で

あ
っ

た

竇
参
は
、

前

宰
相

姜
公

輔
の

罪
に

つ

い

て

話

し

た

こ

と

が

あ
っ

た
。

竇

参
が

こ

の

こ

と

を

口

外

し

た
。

竇
参
が

宰
相
か

ら

失

脚
し

た

こ

と

で
、

姜
公

輔

は

先
の

罪

が

自
分
の

過
失
で

な
い

と

上

疏
し

た
。

そ

れ

に

よ

り

徳
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宗
と
の

密
談
を

竇
参
が

口

外
し

て

い

た

こ

と

が

発

覚
し

た

わ

け

だ

が
、

徳
宗
は
こ

の

時

は
怒
り

を

発
し

て

窟
参

を
処

分
す
る

こ

と

は

な
か
っ

た
。

そ

し

て

た
ま
た

ま

李
巽
が

上

奏
し

た
こ

と

で
、

劉
士

寧
の

沐
州

節
度
使

就
任
は

、

そ
の

任
官
の

議
論
に

参
与
し

た

竇
参

に

劉
士

寧
が
賄

賂
を

渡
し

て

い

た
結

果
で

あ

る

と

徳
宗
は

知

り
、

ま
た

、

竇
参
が

罪
を

得
て

武

将
と
手

を

結
ん

で

謀
反
を

起
こ

そ

う

と
し

て

い

る

こ

と

を
理

由
に

、

つ

い

に

怒
り

を

発
し

て

竇
参
に

死

を

命
じ

た

と

す
る

。

　

最

後
の

「

而

議

者
」

で

始
ま

る
一

文

を
除
い

た
こ

の

｝

段

に

は
、

実

に

竇
参
の

名
が

十

回、

李
巽
が

四

回
、

徳
宗
と

劉
士

寧
が

各
三

回

ず
つ

、

姜
公

輔
が

二

回

そ

れ

ぞ
れ

出
て

く

る
。

そ
し

て

そ
れ

と

対
照

的
に
、

竇

参
の

死

に

関
与
し

た

と

疑
わ

れ
る

当
事

者
陸

贄
の

名
は
一

度

も
出

て

こ

な
い

。

韓
愈
は

そ
れ

ぞ

れ
の

行
為
の

主

体
者

を

逐
一

記

し

つ

つ
、

陸

贄
が

無
罪
で

あ

る

こ

と

を

明
確
に

し

よ

う

と

す

る
。

　

権
徳

輿
の

序
で

は
、

か

ね

て

陸
贄
と

対
立

し

て

い

た

宰

相
竇
参

が
、

劉
士

寧
か

ら

の

賄

賂
受

諾
を

李
巽
に

告
発

さ
れ

失

脚
。

道
理

に

外
れ
た

議
論
を

す
る

者
（

横

議
者
）

は
、

そ

の

原
因
が

陸
贄
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
は

し
い

ま

ま

あ
っ

た

と

言

う
と

記
す

。

権
徳
輿
も

「

議

を

横

に

す

る

者
」

と

記
す
か

ら

に

は
、

そ

う
し

た

人
々

の

議

論
が

事

実
を

逸
脱
し

た

も

の

で

あ

る
と

考
え
て

い

た

の

で

あ

ろ

う
が
、

具

体
的
な

根
拠
を

示

し

て

い

な
い

た

め
、

権
徳
輿
の

個
人

的
見

解
と

い

う

印
象
に

留

ま
っ

て

お
り
、

風

評
を

払

拭
す
る

説
得
力

に

欠

け
て

い

る
。

　

そ

れ
に

対
し

韓

愈
は

、

そ

れ

ぞ
れ
の

行

為
の

主

体
者
が

誰
で

あ

る

か

を

逐
一

明

記
し
つ

つ
、

竇
参
の

左

遷
と

死

に

至

る

経
緯
を

段

階
を

追
っ

て

整
理

し
、

竇

参
の

死

に

至

る

経
緯
を

詳
細
に

記
し

て

い

る
。

　

そ

し

て

こ

の

一

段
の

末
に
、

「

而

る
に

議

す
る

者

　
多
く

参
の

死

は

贄
に

由
る

と

言
へ

り
」

（

而

議

者
多
言
参

死

由

贄
焉
）

、

陸

贄
の

無
罪
が

か

く
も

明
確
で

あ

る

に

も

関
わ

ら

ず、

と

や
か

く

議

論

す

る

者

は

多

く

竇

参
の

死

の

原

因

が

陸

贄
に

あ

る
と

言

う
の

だ
、

と

言
う

。

　
こ

こ

で

韓
愈
は

、

わ
ず
か

に

逆
接
の

助
字
「

而
」

と

断
定
の

助

字

「

焉
」

に

よ
っ

て
、

風
評
に

対
す
る

韓
愈
個
人
の

見

解
を

述
べ

　
　

　

　

　
　

ゆ

て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

の

箇

所
に
つ

い

て
、

権

徳
輿
の

序
で

は
、

陸
贄
が

竇
参
の

左

遷
に

関
わ
っ

た

と

記
す
が
、

韓
愈
は

竇
参

の

死

に

関
与
し

た

と

変
え
て

お
り
、

こ

れ

は
、

陸
贄
が

無

関
係

で

あ

る

こ

と
を

よ

り

強

調
す
る

た

め

の

改
変
で

は

な
か

ろ

う

か
。

　

筆
者
の

個
人

的
な

見
解
は

わ

ず
か

に

助
字
に

よ
っ

て

表

す
だ
け

で
、

事
実

を

詳
細
に

明
記

す
る
こ

と

で

事
件
に

対
す
る

客

観
的

評

価
を

与
え
よ

う
と

す
る

態

度
こ

そ
、

韓

愈
の

「

史
才
」

を

示
す

も

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

同

様
の

執

筆

態
度
は

、

続

く
（
…
皿
）

（

N
）

の
、

裴

延

齢
の

讒

言

に

よ
っ

て

陸
贄
が

徳

宗
の

信
用

を

失
い

、

つ

い

に

は

忠
州
別

駕

に

左

遷
さ

れ

る

に

至

る

事
件
を

記
す
段
に

も

う
か

が

え

る
が
、

こ

れ

ら
に
つ

い

て

は

後
述

す
る
こ

と

に

し

て
、

こ

こ

で

は

徳
宗
・

陸

贄
に

対
す
る

権
徳
輿
と

韓
愈
の

評
価
の

違
い

が

顕

著
に

う
か

が

え

る

（

v
）

に
つ

い

て

見

る

こ

と

に

す
る

。

（

v
）

徳
宗
・

陸
贄
に

対
す
る

評
価
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（

v
）

は
、

権
徳
輿
と

韓
愈
の

差

異
が

最
も

顕
著
な
一

段

で

あ

り
、

そ
れ

故
に

韓

愈
の

改
作

意
図
を

端
的
に

う
か
が

う

こ

と

が

で

き
る

。

　

権
徳
輿

「

陸
贄
翰
苑

集
序
」

公

以
少

年
入

侍
内

殿
、

特
蒙
知

遇
。

不

可

与

衆
浮
沈
、

苟
且

自

愛
。

事

有
不

可
、

必

諍
之

。

上

察
物
太

精
、

躬
臨
庶

政、

失

其

大

体、

動

与
公

違
。

姦
諛

従
而

間
之

。

屡
至

不
悦
、

親
友

或
規

之
、

公

日
、

「

吾
上

不
負
天

子
、

下

不

負
吾

所
学
、

不

恤

其
他
」

。

　

韓
愈

『

順
宗
実

録
』

巻
四

贄
之

為
相

、

常
以

少
年
入

翰
林

、

得
幸
於

天
子

、

長
養

成
就
之

、

不

敢
自

愛
。

事
之

不

可

者、

皆
争
之

。

徳
宗

在
位
久

、

益

自
攬

持

機
柄
、

親

治
細
事、

失
君
人

大

体、

宰
相

益
不

得
行
其

事
職

。

而

議
者
乃

云

由

贄
而

然
。

　

も
と

も
と
の

権
徳
輿
の

序
で

は
、

徳
宗

や
陸

贄
に

対
す
る

権
徳

輿
の

個
人

的

見

解
を

述
べ

る
こ

の
一

段
は
、

伝
の

中
央

部
に

置
か

れ
て

い

た

（

対

照

表
参

照
）

。

先

述
の

通
り

、

権
徳
輿
の

叙

述
の

中
心

が

も
っ

ぱ

ら
陸

贄
が

宰
相
に

就

任
す
る

ま

で

の

前
半

生
に

あ

る

の

で

あ

れ
ば
、

続
く
左

遷
さ
れ

る

に

至

る

経

緯
を

記
す

後
半
部

の

直

前
に

そ

れ

が

置
か

れ
る

の

は
、

権

徳
輿
な

り
の

文

章
構

成
の

意
図
が

あ
っ

た

と

言
え

る
。

　

そ
れ

に

対
し

韓
愈
は
、

権

徳
輿
の

語

句

や
表

現
を

利
用
し

な
が

ら

も
、

こ

の
→

段

を

陸

贄
伝
全

体
の

論
賛
的
な

役
割
を

持
た

せ

る

た

め

に

伝
の

末

尾

付

近
に

配

置
し

直
し

て

お

り
、

さ
ら

に

徳
宗
と

陸

贄
に

対
す

る

評
価

も

権

徳
輿

と

は

異

な

る

見

解

を

示

し

て

い

る
。

　

権
徳
輿

の

序
で

は
、

裴
延

齢
等
の

策
謀

や
讒
言
に

よ
っ

て

陸
贄

が

宰
相
か

ら
失

脚
す
る

に

至
っ

た
の

は
、

陸
贄
自

身
に

も
そ
の

原

因

が

あ
っ

た

と
い

う

微

妙
な

言
い

方

を
し

て

い

る
。

す
な

わ

ち
「

衆

と

浮
沈

す
べ

か

ら

ず
」

、

他
の

官

僚
仲

間
と

折
り

合
い

を

付
け

譲

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

な
か
っ

た

陸

贄
の

性
格
に

原
因
の
　

端
が

あ
っ

た

と

す
る
の

で

あ

る
。

そ

し

て
、

左

遷

を
命
じ

た

徳
宗
に

対

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

は
な

は

し

て

は
、

「

上

　

物

を

察
す

る

に

太

だ

精
」

、

徳
宗

自
身
が

物

事

を

観
察
す
る

優
れ

た

見

識
の

持
ち

主
で

あ
っ

た

た

め
、

結
果
「

躬

ら
庶

政
に

臨

み
、

其
の

大

体
を

失
ふ
」

、

皇
帝

自
ら

が

政

策
を

実

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
や

や

行
す
る

と

い

う
国
政

運

営
の

原
則

を
犯
し
、

「

動
も

す
れ
ば
（

陸
）

　
　

　

　
　

　

　
よ

　
　
　
　
　

　
　
　
　へ
だ

公

と

違
ひ

、

姦
諛

従
り

て

之

を

間
つ
」

、

折
に

触
れ

て

宰

相
で

あ

る

陸

贄
と

対

立
、

そ

こ

に

姦
佞
の

臣
が
付

け
人

っ

た

と

述
べ

る
。

　
こ

う

し

た

権
徳
輿
の

見

解
に

対
し

て

韓
愈
は

、

非
は

徳
宗
に

こ

そ

あ
っ

て

陸
贄
に

は

な
い

と
、

一

方
的
に

徳
宗
を

批

判
し

て

い

る
。

韓
愈
は

、

権

徳
輿
の

序
の

文
章
を

利
用
し

つ

つ
、

権

徳
輿
の

序
の
、

陸

贄
に

も

責

任
有
り

と

す
る

「

不

可

与
衆
浮
沈
」

と
、

徳

宗
の

才

を
評

価
す
る

「

上

察
物
太

精
」

を
削

除
し

て

い

る
。

そ
し

て

そ
の

代
わ
り

に
、

権

徳
輿
の

序
に

な
い

次
の

句
を
書

き
加
え

て

い

る
。

徳
宗
在

位
久

、

益
自

攬
持

機
柄

。

…

…

宰
相
益

不
得

行
其
事

職
。

徳

宗

　
位
に

在
る

こ

と

久
し

く
、

益
ま

す

自
ら

機

柄
を
攬

持
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す
。

…

…

宰
相

　
益
ま

す
其

の

事

職
を
行
ふ

を

得
ず

。

徳
宗
が

長
期
に

渡
っ

て

帝
位
に

在
り

、

そ
の

問
「

益
ま

す
」

政
治

の

権
柄
を

自
ら

振
る

う
よ

う

に

な
っ

た

こ

と
に

比

例
し

て
、

宰
相

は

「

益
ま

す
」

そ
の

職
務

を
全

う
で

き

な
く

な
っ

た

と
、

「

益
」

字
を
連

用
す
る

こ

と

で
、

徳

宗
の

非
を

強
調
す
る

の

で

あ
る

。

　
こ

う
し

た

徳

宗
に

対
す
る

批

判
は
、

実
は

複

線
と

し

て
、

先
に

省
略
し

た

（…
皿
）

や
（
°
W

＞

の

箇

所
に

も
見
え

る
。

　

（
…
皿
）

は
、

裴
延

齢
の

讒

言
に

よ

り
、

陸
贄
が

宰

相
か

ら

失
脚

す
る

事
件

を
記

す
箇

所
で

あ

る
。

裴
延

齢
判

度
支

。

天

下

皆
嫉

怨
、

而
独

幸
於
天

子
。

裴
延

齢
　
判
度

支
た

り
。

天

下

　
皆
嫉

怨
す

る

に
、

　
子
に

幸
せ

ら

る
。

独

り

天

裴
延

齢
が

税
額
の

決
定

や

徴
収
を

掌
る

度

支
と

な
っ

た

こ

と

で

世

の

人
々

が

「

皆
」

憎
み

怨

み
に

思

う

な
か
、

徳

宗
た

だ

「

独
」

り

に

は

厚
い

信

頼
を

寄
せ

ら

れ

て

い

た

と
、

「

皆
」

と

「

独
」

を

対

応
さ

せ
、

徳
宗
の

人

物
評

価
の

不
当

性
を

記
す

。

こ

の

箇
所

を

権

徳
輿
の

序
で

は
、

「

戸

部
侍

郎
判
度
支

裴

延

齢
　
姦
回

を

以

て

幸

　

　

　
　

　

　

　
　

　
そ
こ

な

を

得
、

時

を

害
し

政
を

蠧

ふ
」

と

記
す
だ

け
で

あ
り

、

韓

愈
の

よ

う
に

対
比

表

現
を

使
っ

て

徳
宗
に

非

を

浮
き

彫
り

に

す
る

よ

う

な

書
き
方

は

し

て

い

な

い
。

　

ま

た
、

（

°
N
）

陸
贄
の

忠

州

別
駕
左

遷
の

経
緯
を

記
す

箇

所
で

は
、

陸
贄
を

誹

謗
す
る

裴

延
齢
の

上

疏
を

鵜

呑
み

に

し
、

軍
人

か

ら
の

訴
え

を

聞
く
や

否
や

「

即
」

刻
馬

を

迴
し

て

帰
り
、

陸
贄
等

を

失

脚
さ

せ

た
と

す
る

徳
宗

の

拙
速
さ

を
、

「

即
」

一

字
で

表

現

し

て

い

る
。

徳
宗
意

延
齢

前
言

、

即
迴

馬
而

帰
。

由
是
貶

贄

為
忠
州

別
駕
、

滂
、

充

皆
斥
逐

。

　

徳

宗

　
延

齢
の

前

言

を

意
ひ
、

即
ち

馬

を

迴
し

て

帰
る

。

　

是
に

由

り

て

贄

を

貶
し

て

忠
州

別
駕
と

為
し

、

（

張
）

滂
、

　

（

李）

充
　

皆
斥
逐
せ

ら
る

。

　
こ

の

箇
所
に
つ

い

て

権
徳
輿

序
で

は
、

た

だ
「

公

を

忠
州
別

駕

に

貶

す
」

と

言
う
の

み

で

あ
っ

て
、

韓
愈
の

よ

う
に

徳
宗
批

判
の

意
図
を
一

字
の

助
字

に

込

め

た

表
現
は

し

て

い

な
い

。

　

そ

し

て
、

こ

れ
ら

徳

宗
を

や
や

婉

曲
的
に

批
判

す
る

（…
皿
）
（

加
）

の

二

つ

の

記
事
に

引
き

続
い

て
、

も

と

も
と

権

徳
輿
の

序
で

は
、

貞
元

八

年
、

陸

贄
の

宰
相
就

任
の

記
事
の

後
に

置
か

れ
て
い

た

権

徳
輿
の

個
人
的

見

解
を

述
べ

た

（

v
）

の
一

段

を
、

徳
宗

批
判
の

文

意
を
明

確
に

し

つ

つ
、

陸
贄

伝
全

体
の

論
賛

的
な

役
割
を

担
わ

せ

て

伝
の

結
び

に

用
い

て

い

る
。

漸
層
法

的
な

手

法
を
用

い

て

徳

宗
の

非
を

徐
々

に

強
め

て

い

く

韓
愈
の

文

章
構

成
の

意
図

が

う

か

が

え

る
。

　

そ
し

て

（

v
）

の
一

段
で

韓

愈
は

、

更
に

権

徳
輿

の

序
に

は

無

い
一

文

「

而

る

に

議

す
る

者

　
乃

ち
贄
に

由
り

て

然
り

と

云

ふ
」

を
つ

け

加

え
、

陸
贄

に

対
す
る

風
評
を

完
全
に

払
拭
し

よ

う
と

し

て

い

る
。
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陸

贄
に

責
任
あ
り

と

す
る

世
論
が

誤
り

で

あ

る

こ

と

は
、

（

i
）

の

竇

参
死

去

の

原
因

を
究

明
す
る
一

段

と

同
じ

く

明

白
で

あ

り
、

韓

愈
は

先
と

同

じ

く

逆
説
の

助

字
「

而
」

を

用
い
、

さ

ら

に

意
外

な
口

吻

を

表

す
「

乃
」

を

添

え
て
、

「

宰
相
の

職
権

侵
害
と

も

言

え

る

徳
宗
の

行
為
に

非
が

あ
る

こ

と
が

、

か

く

も
明
確
で

あ

る

に

も

関
わ

ら
ず

、

あ
れ

こ

れ

議

論
す
る

者
は
、

な
ん

と

意
外
に

も
、

陸

贄

に

責

任
あ
り

と

言

う
」

（

而

議
者

乃

云

由

贄
而

然
）

と
、

世

論
が

事

実
無

根
で

あ

り
、

陸
贄
に

は

非
が

無
い

こ

と

を

明
言
す
る

の

で

あ

る
。

お

わ
り

に

　
徳

宗

朝
後
期
の

政

治
に

対
す
る

マ

イ

ナ
ス

の

評
価
は

、

韓
愈
が

『

順

宗
実

録
』

を

著
し

た

元

和

年

間
の

中

頃
に

は
、

す
で

に

人
々

の

共

通

認
識
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
、

韓
愈
が

『

順
宗
実

録
』

で

厳
し

く

批
判
し

て

い

る
の

も
、

そ

う
し

た

世

論、

な

か

ん

ず
く
憲

宗
皇

帝

や
時
の

宰

相
等

、

政

権
中

枢
部
の

意
向
を
汲
ん

だ

も
の

で

　

　

ね

あ
ろ

う
。

　
し

か

し
、

事
実

認
定
の

判

断
が

難
し
い

様
々

な
事

件
を

記
録

す

る

責

務
は

、

や
は

り

韓
愈

及
び

沈

伝

師
（

史

館

修
撰
）
、

宇
文

籍

（

直
史

館
）

等
史

官
に

あ
っ

た
。

な
か

で

も

韓
愈
は

、

実

質
的
な

執
筆
者
と

し

て

重
責

を
担
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

　

韓

愈
が
『

順
宗
実

録
』

を

提

出
し

た
の

は

元

和
十
年
（

八
一

九
）

夏

頃
で

あ
る

が
、

そ

れ

か

ら

わ

ず

か

数
年

後
の

長
慶

年
間
（

八
二

一

〜
八

二

四
）

に

は
、

さ
つ

そ

く

宦

官
か

ら
ク

レ

ー
ム

が

上
が

り
、

穆

宗
は

『

順
宗

実
録
』

改
修
の

詔

を

下
し

て

い

る
。

こ

れ
と

時
を

同

じ

く

し

て
、

長
慶
二

年
（

八

二

二
）

に

は

『

憲
宗
実

録
』

の

編

纂
が

開
始
さ

れ
る

が
、

そ
の

編

纂
官
に

は
、

韓
愈
と

共

に

『

順
宗

実

録
』

編

纂
に

携
わ
っ

た

沈
伝

師
と

宇
文

籍
が

再
び

任
命
さ
れ

て

　

み

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

『

順

宗
実
録
』

に

対
す

る

先
の

批
判
は
、

も
つ

ば

ら

韓

愈
に

向
け

ら

れ
た

も
の

で

あ
り
、

『

順

宗
実

録
』

の

実

質
的
な

執

筆
者
が

韓
愈
で

あ
っ

た

こ

と

が

わ
か

る
の

で

あ

る
。

本
節
で

確
認
し

た

徳

宗
批

判
の

た

め
の

文

章
構

成
の

工

夫

お
よ

び

表
現
手

法
は
、

韓
愈
の

手

に

よ

る

も

の

と

判
断

し

て

間
違
い

な
か

ろ

％
　

以
上

、

韓
愈

撰
『

順
宗
実

録
』

巻
四

に

掲

載
さ
れ

る

陸
贄
の

伝

記
を
、

韓
愈
が

参

照
し

た

と

考
え

ら
れ

る

権
徳
輿

撰
「

陸

贄
翰
苑

集
序
」

の

陸
贄

伝
記
部
分
と

比

較
し

て

見
て

き

た
。

　

そ
の

結
果

、

韓
愈
の

『

順
宗

実
録
』

陸

贄
伝
は
、

権
徳
輿
の

序

の

内
容
、

語
句

や
表

現
を

利
用

し

な
が

ら
も
、

特

に

陸
贄
の

後

半

生

に

焦

点
を
あ

て
、

陸
贄
に

か

け

ら

れ
た

嫌
疑
を

解
く
こ

と
、

陸

贄
を
左

遷
し

た

徳
宗

を
批

判
的
に

描
く
こ

と

を

目
的
と

し

て

い

た

こ

と
が

確
認

で

き
た

。

そ
の

際

韓
愈
は

、

権
徳

輿
の

序
の

構
成
を

徳
宗

批
判
の

意
図
を

明
確
に

す
る

た

め

に

変
更

し
、

ま

た
、

事

件

の

経
緯
を

詳
細
に

記
し

た
り

、

助
字
を

効
果
的
に

使
用

し

た
り

し

て
、

陸
贄
に

対
す
る

世

論
の

誤
り

を
払

拭
し
、

徳
宗

朝
後
期
の

政

策
を

厳
し

く
批
判
し

て

い

る
の

で

あ
っ

た
。

韓
愈
の

史
才
は
、

ま

さ
に

こ

こ

に

表
現
さ

れ
て

い

る

と

言

え

る
の

で

あ

る
。
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（

注
）

 

「
執
政

覧
其

文
（

ー1
韓
愈
「
進

学
解」
）

而

憐
之

、

以
其
有
史
才
、

改

　

比

部
郎
中、

史
館
修

撰
」

。

 

「
時
謂
愈
有
史
筆

。

及

撰
『

順

宗
実

録
』

、

繁
簡

不

当、

叙
事
拙

於

取

　

捨
、

頗

為
当
代
所
非
」

。

 

韓
愈
「

送
孟

東
野

序
」

（
巻
一

九
。

巻

数
及

び

本
文

は
、

特
に

断

ら
な

　

い

限
り

東
雅
堂

本
に

拠
っ

た
。

以

下
同
じ

。

）
、

「
漢
之

時
、

司

馬
遷
・

相

　

如
・

揚
雄、

最

其
善
鳴
者
也
」

、

「

答
劉
正

夫
書
」

（
巻
一

八
V

、
「

漢

朝
人
、

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ヘ
　
　　ヘ　
　　へ

　

莫
不

能

為

文
、

独

司

馬

相
如

、

太

史
公
、

劉

向
、

揚
雄、

為
之

最
」

な

　

ど
。

柳

宗

元

「

答
韋
中
立

論
師
道
書
」

（

『

柳
宗

元

集
』

巻
三

四
。

以

下

　

同
じ
）
、

「

参

之
太

史
公

以

著
其
潔」
、

「
報
袁

君
陳
秀
才

避
師
名
書
」

（
巻

　
　

　
　
　
　

　
　
　
と　
　　
ヘ
　

　　
へ

　

三

四）
、

「
穀

梁
子、

太

史
公

甚
峻
潔、

可

以

出
入
」

な
ど

。

　

両
者
は
ま

た
、

互
い

を
司

馬

遷

に

準

え
る

こ

と

も

あ
っ

た
。

劉
禹
錫
の

　

書
い

た

柳
宗
元

集
の

序
「

唐
故
尚

書

礼
部
員
外

郎
柳

君

集
紀
」

（

瞿
蛻

園

　

箋
校
『

劉

禹
錫
集
箋
校
』

巻
一

九
〉

に
、

韓

愈
が

柳
宗
元

の

文

章
を

評

　

し

た

言
葉
と
し

て、

「
吾

嘗
評
其
文
、

雄
深

雅
健

似
司

馬

子
長、

崔
駟
・

　

蔡
崑
不

足

多
也
」

と

あ
る

。

ま

た

柳
宗

元
「
答

韋
垳
示

韓
愈

相
推
以
文

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　　
　
　
　

ヘ
　
　

　
　
　
　

ヘ
　
　　
へ

　

墨

事
書」

〔
巻
三

四
）

に
は
、

「
（

司

馬）

遷
於
退
之

固

相
上

下
」

と
、

韓

　

愈
の

才

が

司

馬

遷
に

匹

敵
す
る

と

述
べ
、

ま

た
「

与
史
官
韓

愈
致
段

秀

　

実

大
尉

逸
事
書
」

（

巻
三
一
）

で

は
、

「

太
史

遷
死
、

退
之

復

以

史
道
在

　

職
」

と
、

韓
愈
が

司
馬

遷
の

後
継

者
で

あ

る
と

す

る
。

さ

ら
に

「

読
韓

　

愈
所
著
毛
穎
伝
後

題
」

（

巻
二
一
）

で
は、

韓
愈
の

「
毛
穎
伝
」

を

『

史

　

記
』

の

滑
稽
伝
に

準

え
て

い

る
。

 

柳
宗

元
「

与

史
官
韓
愈
致
段

秀
実
太

尉

逸
事

書
」

（

巻
三
「
）

に
、

「

昔

　

与
退

之

期
為
史、

志

甚
壮
」

〔

昔

　
退

之
と

史

を

為
ら

ん

こ

と

を

期
し
、

　

志

　
甚
だ

壮
ん

な
り
）

と

あ

る
。

 

『

順
宗
実

録
』

に
関

す
る

研

究
は

多

く
存
す
る
が
、

史

学
方

面
で

は
、

　

稲
葉
　

郎

氏
「

順
宗
実
録
考
」

（

『

立

命
館
文

学
』

十
（
第
二

八
〇

号）
、

　
一

九

六

八

年
）

が

詳

細
に

論
じ

ら

れ

て

お

り
、

本
稿
で

も
大
い

に

参
照

　

し

た
。

 

「

景
祐
中

、

詔
編

次

『

崇
文

總

目
』 、

『

順
宗
実

録
』

有
七

本
、

皆
五

　

巻
。

題
日

「
韓
愈
等

撰
」

。

五

本

略
而
二

本
詳。

編
次
者
両

存
之。

其

中

　

多
異

同
。

今
以

詳
・

略
為
別
」

。

『

資
治
通

鑑
』

巻
二

三

六
・

唐
紀
五

二

　

所
引

。

 

蒋
凡

「

今
本
『

順
宗
実
録
』

作
者
考
辨
」

（

上

海

教
育
出
版
社
『

文

章

　

并
峙

壮
乾

坤
』

所

収、

二

〇
〇
【

年
。

原

載
『

文

学
評
論

叢
刊
』

一

九

　

八

三

年
第
一

六

期）
。

瞿
林
東
「
関
于

『

順
宗

実

録
』

的
幾
個
問
題

ll

　

兼
答

張
国
光
同
志

ll
」

（

北

京
師
範
大

学
出

版
社
『

唐
代
史
学
論
稿
』

　

所
収

、

一

九

八

九

年。

原
載
『

北

京

師

範
大
学
学
報
』

一

九

八

二

年
第

　
一

期
）
。

屈

守
元
・

常
思
春

主

編
『

韓

愈
全
集
校
注
』

（

四
川

大

学

出
版

　

社
、

　…

九

九

六

年）

第
五

冊
、

「

順
宗

実
録
」

第
五

注
（
三
）

。

 

司

馬

光

『

通

鑑

考

異
』

は
、

詳
本
・

略
本
の

異
同

全

て

を

挙
げ
て

い

　

る

わ

け
で

は
な

い

が
、

少

な

く

と

も

現

行
の

『

考
異
』

に

は、

陸
贄
伝

　

に

関
す

る
二

本
の

異

同
は

指

摘
さ

れ
て

い

な

い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

マ

　
マ

 

『

順
宗
実

録
』

巻
二
、

「
（

永
貞
元

年
）

壬

申

…

…

追
故

相
忠

州
刺
史

　

陸

贄
、

槨
州
別

駕
鄭
餘
慶

、

前
京

兆
尹

杭
州

刺
史

韓

皐
、

前
諫
議
大

夫

　

道
州

刺
史
陽
城
赴

京

師
。

徳
宗
自
貞
元

十
年
巳

後、

不

復

有
赦
令、

左

　

降
官
雖
有
名
徳

才
望
、

以

微
過
忤
旨
譴
逐

者、
　一

去

皆
不

復
叙
用、

至

　

是

人

情
大
悦

。

而

陸
贄
、

陽
城
皆
未
聞
追
詔

而

卒
於
遷

所、

士

君
子

惜
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之
」

。

巻
四
、

「

［

同

年
七

月
九

目
］

贈
故

忠
州

別

駕
陸
贄

兵
部
尚
書
」

。

　

な
お
、

巻

二

「
忠
州
刺
史
」

は、
「

忠

州

別
駕
」

の

誤
り
で

あ

る
こ

と

が
、

　

諸
注
に

よ
り

指

摘
さ

れ

て

い

る
。

巻
四

で

は

「
忠
州
別

駕
」

と

な
っ

て

　

い

る
。

 

『

唐
会
要
』

巻
六

四
、

史
館
下
・

史
館
雑
録

下
に
、

「
（
元

和）

七

年
、

　

上
読

『

粛
宗

実
録
』 、

見
大

臣

伝、

多
浮
詞

虚
美

。

因
宣
与
史
官、

記

事

　

毎
要

指
事

、

不

得
虚

飾
」

と
あ
り
、

『

粛
宗

実
録
』

に

大

臣
伝
が

あ
っ

た

　

こ

と

が

わ
か

る
。

ま
た

、

司
馬

光
『

通

鑑
考
異
』

（
『

通
鑑
』

巻
二

二
一

、

　

唐
紀
三

七
、

粛
宗

乾
元
二

年
）

に
、

「

『

実
録
』

李
蜆

伝
日、

時

李

輔

国

　

専
典

禁
中
兵

権、

…

…
」

と

あ

り
、

『

粛
宗
実
録
』

〔
？
）

に

李

蜆
の

伝

　

が

あ
っ

た

こ

と
が

わ

か

る
。

 

七

人
の

伝
記
と
は
、

張

薦
、

令
狐

垣

（
以
上
、

巻
三
）

、

張
万

福
、

陸

　

贄、

陽
城
（
以

上
、

巻

四
∀

、

王

叔

文

［

附
王

伍
］

、

韋

執
誼

（
以

上、

　

巻
五
）

で

あ

る
。

 

『

順
宗
実
録
』

巻
｝

冒
頭
に

も、

陸
贄
等
の

左

遷
に

異
議
を

唱
え

て

　

徳
宗
の

怒

り

を

買
っ

た

諌
議

大

夫
の

陽

城
が
、

当

時
太

子
で

あ
っ

た

順

　

宗
の

弁
護
に

よ
っ

て

罪
を

免
れ

た

と
い

う

記
事
が

掲
載
さ

れ

る
。

「

至

陸

　

贄
、

張

滂
、

李

充
等
以

毀
譴
、

朝

臣

穫

懼
、

諫
議

大
夫
陽

城
等
伏
閤
極

　

論
。

徳
宗
怒
甚
、

将
加

城
等
罪、

内
外
無
敢
救
者

。

上

独
開
解
之
、

城

　

等
頼
以
免
」

。

 

『

唐
文

粋
』

巻
九
一
。

以
下
、

陸
贄
「
翰
苑
集
序
」

、

或
い

は

権
徳
輿

　

の

序
と

略
称
を

用
い

る
。

な

お
、

四

部
叢
刊

本
『

権
載
之
文

集
』

に

は
、

　

目

次
に
の

み
こ

の

序
の

名
が

掲

載
さ

れ
、

本
文

自
体
は

載
っ

て

い

な
い

。

　

以
下
、

権
徳
輿
の

文

章
の

巻
数

は、

す
べ

て

同
書
に

よ

る
。

 

「
論

度
支

上

疏
」

、

巻

四
七

。

 

「

論
宣
令
除
裴
延
齢
度
支

使

状
」

（
四

部

叢
刊
本
『

陸
宣
公

翰
苑
集
』

　

巻
…

八
）

。

 

　
蒋
寅
「
台
閣

詩
風

的
再

興
ー
権
徳

輿
与

新
台
閣

詩
人
」

。

中
華
書

局
『

大

　

暦
詩

人
研

究
』

所

載
。

　｝

九

九

五

年。

 

現

存

す
る

権
徳

輿
の

墓

誌

銘
お

よ

び

墓
碑

銘

は、

八

十
篇
以
上

を

数

　

え

る
。

韓

愈
は

約
六

十
篇
の

作
が
残
っ

て

い

る
。

 
　
任

肪

「
王

文

憲
集
序
」

（
『

文

選
』

巻
四
六
）

が
、

文

集
の

序
で

あ

り

　

な

が

ら

非
常

に

詳

し

い

伝
記

に
も

な
っ

て

い

る
。

唐
代
で

は、

例
え

ば

　

小
川

環

樹
編
『

唐
代
の

詩

人
』

〔
大

修
館

書

店、
　一

九

七
五

年）

で

は
、

　

次
の

七

人
の

伝
記
が

文

集
の

序
か

ら

採
集

さ

れ
て

い

る
。

王

績
（
東
皐

　

子
集

序）
、

孟
浩

然
（
孟
浩

然
集
序）
、

儲
光
羲
（
監

察
御
史

儲
公

集
序
）

、

　

岑
参

（

岑
嘉

集
詩

集
序
）

、

李
徳
裕
（
太

尉

衛
国

公

李
徳
裕
会
昌
一

品

制

　

集
序）
、

寒

山
（
寒
山
子

集

序）
、

釈
貫
休
（
釈
月

集
後
序
）

。

 

韓

愈
「
進

順
宗
皇

帝
実
録

表

状」
、

巻
三

八

に

拠

る
。

 

注

 
所
引

蒋
寅
『

大
暦
詩

人
研

究
』

所

載
。

 

『

旧

唐
書
』

憲

宗
本
紀、

「

（
元

和
五

年
冬
十

月）

庚
辰
、

宰
相
裴
増

　

進
所

撰
『

徳
宗

実
録
』

五

十
巻
」

。

 

　
元

和

十
三

年
（
八
［

八
）

に

権
徳
輿

が

死

去

し

た

時
、

韓
愈
は

権
徳

　

輿
の

子
・

権
磯
に

依
頼
さ

れ

て

そ
の

墓

誌
銘
を

書
き、

そ

の

な

か

で

権

　

徳
輿
の

功
績
を

称

え
て

い

る
（
「

唐
故
相

権
公

墓

碑
」

、

巻
三

〇
）

。

ま

た
、

　

こ

れ
よ

り

前
の

元

和
九

年
（
八
「

四
）

に
、

権
徳
輿
の

娘

婿
で

あ

る

独

　

孤
郁
の

墓

誌
銘
も

、

独
孤

郁
の

兄
・

独

孤
朗
に

依
頼
さ

れ

韓
愈
が

執

筆

　

し

て

い

る

（
「
唐
故
秘
書
少

監

贈

絳

州
刺
史
独

孤
府
君

墓

誌

銘」
、

巻
二

　

九
）

。

 
　
陸
贄
の

こ

と

ば
の

全

文

は、

「
方

今
書
詔、

宜
痛
自
引
過

罪
己
、

以

感
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人

心
。

昔

成
湯

以

罪

己

致

興、

後

代
推

以

為
聖

人
。

楚

王

失

国
亡

走、

　
一

言

善
而

復
其

国、

至

今

称
為
賢

者。

陛
下
誠

能
不

怯
改
過
、

以
言

謝

　

天

下
。

臣

雖

愚

陋、

為
詔

詞

無

所

忌

諱
。

庶

能
令
天

下
叛

逆
者

迴
心

喩

　

旨
」

。

 

　
「
故
行
在
制

詔
始
下

、

聞
者
雖
武
入

悍
卒

、

無

不
揮

涕
感

激
」

。

 
　
「
常

事
不

書」

の

語
は
、

史

書
を

記
す

際
の

常
套
語
で

あ

り
、

『

春
秋
』

　

公

羊
伝
に

は
、

桓
公

四

年

及
び

同
八

年
、

十

四

年
に
、

そ

れ

ぞ

れ
こ

の

　

語
が

見
え

る
。

韓
愈
も

あ

く

ま

で

「
実

録
」

編
纂
の

建

前
で

あ

と

し
て

　

用
い

て

い

る

可
能
性
が

あ

り
、

そ

う
し

た
基

準
か

ら

外
れ
る

記
事

も

含

　

ま

れ

て
い

る

可

能
性

が
あ

る
。

 

　
『

新
唐
書
』

欧
陽
倉

伝
、

「

挙
進

士
、

与

韓
愈、

李
観

、

李
絳

、

崔
羣

、

　

王

涯
、

馮
宿
、

庚
承

宣

聯

第、

皆
天

下

選、

時
称

『

龍

虎
榜
』

」

。

 

　
「

始
令
吏
部
毎

年
集
選
人

。

旧

事、

吏
部
毎
年
集
人
、

其
後
遂
三

年

　
一

置

選
。

選

人

猥

至
、

文

書

多
不

了
尋

勘、

真

偽
紛
雑、

吏
囚

得
大
為

　

姦
巧

。

選
士
一

蹉

跌
、

或

至

十

年
不

得
官

。

而

官
之

闕
者、

或

累

歳
無

　

人
。

贄
令
吏
部
分

内

外
官
員
為
三

分、

計
闕
集
人、

歳
以

為
常

。

其

弊

　

十

去
七

八
。

天

下
称

之
」
。

 

　
新
旧

両
『

唐
書
』

の

陸
贄
伝
は
、

と

も

に

こ

の

『

順
宗
実
録
』

の

記

　

事
を

採
用
し

て

掲

載
し

て

い

る
。

 

唐
代
伝
奇
小

説
「

上

清
伝
」

は
、

陸
贄
と

竇
参
の

確
執
が

背

景
に

あ

　

り
、

窟
参
を

弁

護
し
、

陸

贄

を

批
判

す
る

目

的
で

書
か

れ

た

と

す
る
説

　

が

あ

る
。

卞
孝
萱
『

唐
代
文

史

論
叢
』

（
山

西

人

民
出

版
社
、

一

九

八
六

　

年
）

「

唐
代
小

説
与

政
治
」

の

「
上

清
伝」

の

項
を

参
照

。

 

助
字
の

使

用

法

が

古
文

家
の

話

題

に

な
っ

て

い

た
こ

と

は
、

柳
宗
元

　
　「
復
杜
温

夫

書
」

（
『

柳
宗
元

集
』

巻

三
四
）

か

ら
う
か
が

え

る
。

 

元
和
四

年
（

八

〇
九
）

頃
の

作
で

あ

る

白
居

易
「
新
楽

府
」

で

は
、
「
馴

　

犀
」

「

驃
国

楽
」

「
両

朱
閣
」

な
ど

の

詩
で

徳
宗

期
の

様
々

な

政
策
が

、

　

直
接
的
に

批
判
さ

れ

て

い

る
。

な

か

で

も
「

馴

犀」

は
、

詩
の

末
尾

に

　

次
の

よ

う
に

あ

り、

徳
宗
朝
前
期

（

建

中
年

間
）

と
、

徳

宗

朝
後

期
〔
貞

　

元

年
間

。

特

に

そ
の

後
期
）

の

政

治
が

大
き

く

変
化
し

た

こ

と

を

直
接

　

述
べ

る

資
料
で

あ

る
。

「
君
不

見
建

中
初、

馴
象

生

還
放

林
邑

。

君

不

見

　

貞
元

末、

馴

犀

凍
死

蛮
児
泣

。

所
嗟
建
中

異
貞
元、

象
生

犀
死

何

足

言」
。

　

　

白
居
易

「
新
楽
府」

の

制
作

は
、

『

順

宗

実
録
』

に

先

行
し

て

い

る

か

　

ら、

韓
愈
が

『

順
宗
実

録
』

を

書
い

た

元

和
の

中
頃
に

あ
っ

て

は、

徳

　

宗
朝
後
期
の

政
治
に

対
す
る

批

判
は、

す
で

に

公

認
の

も
の

で

あ
っ

た

　

と
考

え
ら

れ
る

。

 

韓
愈
等
史
官
を

統
括
す
る

監
修

国
史
の

任
に

は

宰
相
の

李
吉

甫

が

あ

　

た
っ

て

お

り
、

編

纂
作
業
は

李

吉
甫
の

監

督
の

も

と
で

進

め

ら

れ

た
。

　

た
だ

し
、

李

吉
甫
は
、

『

順
宗

実

録
』

編
纂
作
業

中
の

元

和
九

年

（
八
冖

　

八
）

十

月

に

死

去

し

て

お
り
、

後
半
の

作
業
の

監

督
は

、

李
吉

甫
の

政

　

策
面
で

の

後

継
者

で

あ
る

宰
相
武

元
衡

に

委
ね
ら

れ

た

と

考
え

ら
れ

る
。

　

こ

れ
に

つ

い

て

は
、

韓
愈
の

史
官
就

任
の

経
緯
に

つ

い

て

論
じ

た
、

拙

　

稿
「
韓

愈
史
官
就

任

新
考
」

（
中
国
中

世
文

学
会
編

『

中
国
中
世
文

学
研

　

究
−
四

十

周

年
記
念
論
文

集

1
』 、

自

帝
社
、

二

〇

〇
一

年）

を

参
照

さ

　

れ
た
い

。

 
　
『

旧

唐
書
』

韓

愈
伝、

「
繁

簡

不
当

、

叙
事
拙

於

取
捨、

頗
為
当
代
所

　

非
。

穆
宗

、

文

宗
嘗
詔
史

臣

添
改
」

。

『

旧

唐
書
』

路

隋
伝、

「

初、

韓
愈

　

撰
「
順
宗

実
録
」

、

説
禁
中
事

頗
切

直、

内

官
悪
之
、

往
往
於
上

前
言
其

　

不

実
。

累
朝
有
詔

改

修
」

。

 

　
沈
伝
師
は
、

そ
の

史
才

を

極
め

て

高
く

評
価
さ
れ
て

い

た

よ

う

で
、
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長
慶
三

年

（
八
二
＝

『

監
修
国

史
杜
元

穎
の

推

薦
で、

長
安
か

ら

遠
く

　

離
れ

た

湖
南
省
の

地

で

『

憲

宗
実

録
』

の
｝

部
を

執
筆
す

る

よ

う

命
じ

　

ら

れ

て

い

る
。

『

旧

唐
書
』

穆
宗
本

紀、

「
（
長

慶
三

年
）

六

月
、

宰
相

監

　

修

国

史

杜

元

穎

奏
、

史

官

沈

伝

師

除

鎮

湖

南
、

其

本

分

修

史
、

　

便
令
将

赴
本
任
修
撰

。

従
之
」

。

　
　
ま

た

宇
文

籍
も
、

『

憲

宗
実
録
』

編
纂
に

参

与
し

た
後
、

様
々

な

官

職

　

を

歴

任
す

る

が、

そ

の

中
心

は
や

は
り

史
職
で

あ
っ

た
。

『

旧

唐
書
』

宇

　

文

籍

伝、

「
後

考
満、

連
辟
藩
府、

入

為

侍
御
史

、

転
著
作
郎
、

遷
駕
部

　

員
外

郎、

史
館
修
撰

。

与

韋
処

厚
、

韋
表

微、

路
隨、

沈
伝

師

同
修

『

憲

　

宗
実
録
』

。

俄
以
本

官
知
制
誥

、

転
庫
部
郎
中

。

大

和

中、

遷

諫
議

大
夫、

　

専
掌
史
筆、

罷
知

制

誥
」

。

 

　
元

和

十
年

（

八
一

五
）

夏

頃

に

完

成

し

た

『

順

宗
実

録
』

を

献
上
す

　

る
に

際
し

、

韓
愈
が

「
進
順

宗
皇

帝
実
録
表

状
」

（
巻
三

八
）

を

書
い

て

　

い

る
。

ま

た

『

新
唐
書
』

藝
文

志

が
、

『

順
宗

実
録
』

の

著
者
と

し

て

韓

　

愈
の

名
を

筆
頭
に

挙
げ

る
の

も
、

韓
愈
を
実

質
的
な

執

筆
者
と

見

な
し

　

て

い

た

た

め

で

あ

ろ

う
。

『

新
唐
書
』

藝
文
志
二
、

「
『

順
宗

実
録
』

五

巻

　
　

韓
愈、

沈

伝
師、

宇
文

籍
撰

。

李

吉
甫

監
修
」

。
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対
照
表

権
徳
輿
「

唐

贈
兵
部
尚

書
宣
公

陸
贄
翰
苑
集
序
」

　

公

諱
贄、

字

敬

輿、

呉

郡

蘇
人、

科、

授

鄭
県

尉
、

非
其
好
也

。

漂

陽
令
傴
之

子。

年

十

八

登
進

土

第、

応

博
学

宏
辞

　
省
母

帰
寿

春。

刺
史
張
鎰、

有

名

於

時。

一

獲
晤

言、

大

加

賞
識

。

曁
別、

鎰
以

泉
貨

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ママロ

数
万

為
贐

日、
「
願

以

此
奉
太

夫

人
皿

日

之

膳」
。

公

悉
辞
之、

領

新

檪
一

串

而

已。

是

歳

以

書
判
抜

萃
調

渭
南
主

簿

御
史
府
以

監
察

換

之。

　
徳
宗
皇

帝

春
官
時

知

名、

召

対

翰

林
。

即

日

為

学
士

。

由

祠

部

員
外
郎

転

考
功

郎

中。

　

朱

批

之

乱、

従

幸
奉

天
。

時
車
駕

播

遷、

詔

書
旁
午

。

公

灑

翰

即

成、

不

復
起
草

。

初

若

不

経

思
慮、

及

成
而

奏、

無
不
曲

尽

事
情

。

中

於

機

会
、

蒼
卒

填

委。

同

職
者
無

不

拱

手

歎
伏、

不

能
復

有

所
助。

　

嘗
従

容

奏

日、
「
此

時

詔

書、

陛

下

宜

痛
自

引
過、

以

感

人
心。

昔
禹

湯

以
罪

己

勃

興、

楚

昭

以

善
言

復

国。

陛
下

誠

能

不

怯

改

過、

以

言

謝

天

下。

俾

臣

草

辞

無

諱、

庶
幾

群
盗

革

心」
。

上

従

之。

故

行

在

詔

書

始

下、

雖
武

人
悍

卒、

無

不

揮
涕
激

発。

議
者

以

徳
宗

克

平

冦

乱、

不

惟
神
武

之

功、

爪

牙

宣

力
、

蓋

亦

資
文

徳

腹
心

之

助
焉

。

　

及

還

京
師、

李

抱
真
来
朝、

奏
日、
「
陛

下
在

山

南
時、

山
東
士

卒

聞

書

詔

之

辞、

無
不

感
泣、

思
奮
臣

節、

時

臣
知

賊
不

足

平
也
」。

　

公

自

行
在
帯

本

職。

拝
諌

議
大

夫、

中
書
舎
人。

精

敏

小
心、

未

嘗
有

過。

艱

難
扈
従、

行
在
輒
随。

啓

沃

謨
猷、

特

所

親

信
。

有
時

讌
語、

不
以

公

卿

指

名。

但

呼

陸
九

而

已。

　

初

幸
梁
洋、

桟

道

危

狭、

従

官
前

後

相

失。

上

夜

次

山

館、

召

公

不

至
。

泣

然
号

於

禁

旅
日、
「

得
睦
贄
者

賞
千

金」
。

頃

之
公

至、

太
子

親
王

皆
賀。

　

初
公

既

職
内
署、

母

韋
氏

尚
在
呉
中、

上

遣
中

使

迎
致

京

師、

道

路

置

駅、

文

士

栄

之
。

　

丁

韋
夫

人

憂

去

職．

持

喪
於

洛、

遣
人

護

漂

陽
之

柩、

附
葬
河

南。

上

遣
中

使

監

護

其

事
。

　

四

方
賻

遺
数｝
日

万、
　

公
一
鉦描
所
取

。

　

素
与

蜀

師

韋
南
康

布
衣
友

善、

韋

令

毎

月

置

遺、

公

奏
而

受
之。

　

服

関
復

内

職、

権
知

兵

部

侍

郎。

覲

見
之

日、

天

子

為
之

興、

改

容

叙

弔、

優
礼
如

此
。

内

外

属

望、

旦

夕

俟
其
輔
政。

為
竇
参

忌

嫉、

故

緩
之

。

真

拝

兵

部

侍
郎、

知

貢
挙、

得

人
之

盛。

公

議

称
之。

貞一

ノ

、

中

f
良
、

章

。

韓
愈
『

順

宗
実

録
』

巻
四

　

贄

字
敬

輿、

呉

郡

入
也

。

渭

南
尉、

遷

監

察

御
史。

年
十
八

進

土

及

第。

又

以

博

学

宏

詞

授
鄭

県

尉、

書

判

抜

萃

授

未

幾、

選
為

翰
林

学
士、

遷
祠
部

員

外

郎、

　
徳

宗

幸

奉

天、

贄

随

行

在。

天

下

掻

擾、

遠
近

徴

発
。

書
詔
一

日

数

十

下、

皆
出
於

贄。

贄
操

筆

持
紙、

成

於

須

臾、

不

復
起

草。

同

職

皆

拱
手

嗟

嘆、

不

能

有
所

助。

　
常
啓
徳
宗

言、
「
方

今
書

詔、

宜

痛

自

引

過
罪

己、

以

感
人
心。

昔
成

湯

以

罪

己

致

興、

後
代
推

以

為

聖

人。

楚

王

失

国

亡

走、
一

言

善

而

復

其

国、

至

今

称

為

賢

者。

陛

下
誠

能

不

怯

改
過、

以

言
謝

天

下、

臣

雖
愚

陋、

為

詔
詞

無

所

忌

諱。

庶

能
令

天

下

叛

逆
者
迴

心

喩

旨
。

」

徳
宗

従
之。

故

行

在

制

詔
始

下、

聞

者
雖

武

人

悍

卒、

無

不

揮

涕
感

激
。

議

者
咸

以

為、

徳

宗

尅
平

寇

難、

旋

復
天

位、

不

惟

神
武

成

功、

爪

牙

宣
力、

蓋
以

文

徳

広

被、

腹

心

有

助

焉
。

累

遷

考
功

郎

中、

諫

議

大
夫、

中

書

舎

人
、

兼
翰

学
士。

丁
母

憂。

　
免

喪、

権
知

兵

部

侍
郎

、

復
入

翰
林、

中

外

属

意、

亦
短

参

之

所

為
、

且

言
其

黷

貨
。

於
是
与

参

不

能

平。

旦

夕

竣

其
為
相。

竇

参

深

忌
之、

贄

尋
真

拝
兵

部

侍

郎、

知

礼
部

貢

挙、

於
進

士

中

得
人

為

多。
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公

以

少

年
・

侍

内
殿、

簔

駕
不

可

藁
浮

沈、

苟

且

旻
事

有
不

可

…

講
糧
嬲

難
罐・

蕪
 

与

総
郎

鞭
鰐

■
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　一

公

精
於

吏

事、

斟

酌
剖

決、

不
爽

錙

銖。

其

経

綸
制

度、

具

在

「
徳

宗
実

録」。

　

及

竇
参

納

劉
士

寧
之

賂、

罷

相
之
議
於

公。

為

李
巽

所

発、

得

罪

左

遷。

横

議

者
以

公

与

参

素

不

協、

帰

　

戸

部
侍
郎

判

度
支

裴

延

齢

以

姦
回

得

幸、

害
時

蠧

政、

物

議

莫

敢
指

言。

公

独
身

当

之、

屡

言

不

可。

翰
林
学
士

呉

通

玄

忌
公

先

達、

毎

切

中
傷、

陰

結

延

齢、

互

言
公

短。

宰

相

趙
憬

、

公

之

引

抜、

升

為

同
列
。

以

公

排

邪

守
正、

心

復

異
之

。

群

邪
沮

謀、

直

道

不

勝．

十

年、

退
公

為
賓
客、

罷

政

事
．

　

明

年
夏

早、

芻
糧
不

給、

罵

校
訴

於
上、

延

齢

奏

日、
「
此

皆
陸
贄

輩

怨
望、

鼓

扇

軍

人

也
」。

貶
公

忠

州

別

駕
。

上

怒
不

可

測、

頼
陽

城

張

万

福

救
之

獲

免
。

蜀

師
韋

令
抗

表

請

以

贄

代
己、

歳

賂

資

糧
．

　

公

在
南
賓、

閉

門

却

掃、

郡
人

稀

識

其

面、

復

避

謗

不

著
書、

唯

考
校
医

方、

験

方
』

五

十

巻

行
於

世。

　

江

峡

十

稔、

永

貞

初、

与

鄭
餘
慶、

陽

城

同

徴
還。

公

巳

薨
歿

。

時

年
五

十
二
。

撰
『

集

　

始

令亠
史

部

毎

年

集
選

人。

旧

事、

吏
部

毎
年

集
人、

其

後
遂

三

年
【

置

選。

選
人

猥
至、

文

書

多

不

了

尋

勘、

真

偽

紛

雑、

吏

因

得
大

為
姦
巧。

選

士
一

蹉

跌、

或

至

十

年
不

得
官。

而

官

之

闕

者、

或

累
歳

無

人
。

贄

令

吏
部
分
内

外

官
員

為

三

分、

計

闕
集

人、

歳
以

為
常．

其

弊

十
去

七

八
。

天

下

称

之
。

　

初、

窟
参

出
李

巽
為

常

州

刺

史、

且

迫

其

行、

巽

常
銜
之

。

至

参

貶

為
槨
州

別

駕、

巽
適

遷
湖

南

観

察。

徳

宗
常

与

参

言

故

相

姜
公

輔

罪、

参

漏

其

語。

参

敗、

公

輔

因
上

硫

自
陳

其

事
非
臣

之

過。

徳
宗
詰

之、

知

参

洩

其

語、

怒、

未

有
所

発
。

会

巽

奏
沐
州

節

度

劉
士

寧
遺

参

金
帛

若

干
。

士

寧

得

沐
州、

参

処

其

議．

士

寧

常

徳
之

。

故

致
厚

睨。

徳
宗
以

参

得

罪
而

与

武

将

交

結。

発

怒、

竟

致

参

於
死、

而

議

者

多
言
参

死

由

贄
焉。

　

裴

延

齢

判

度
支、

天

下

皆
嫉

怨、

而

独
幸
於

天

子、

朝
廷

無

敢

言

其
短

者。

贄

独
身

当

之、

日

陳
其

不

可

用。

延
齢

固

欲

去

贄

而

代

之、

又

知

贄
之

不

与

己、

多

阻
其

奏

請

也、

謗
毀

百

端
。

翰
林
学
士

呉
通

玄

故

与
贄

同

職、

姦
巧

佻
薄、

与

贄

不

相

能。

知

贄

与

延

齢

相
持

有

間、

因
盛

言

贄
短

．

宰

相

趙
憬

本

贄
所
引
同

対、

嫉

贄

之

権、

密
以

贄
所

黻
弾
延

齢

事

告

延

齢、

延

齢

益

得
以

為
計。

由

是

天

子

益

信

延

齢
而

不

直

贄、

竟
罷

贄
相

以

為
太

子

賓

客、

而

黜
張

滂、

李

充

等

権
、

言

事
者

皆

言

其
屈、

贄

固
畏

懼。

至

為

賓

客、

拒
門

不

納

交

親
士

友
。

　

春

旱。

徳
宗
数

猟
苑

中、

延

齢

疏

言、
「
贄

等

失

権
怨
望、

言

於

衆

日、
『

天

下

旱、

百

姓

且

流
亡
、

度

支

愛

惜、

不

肯

給

諸
軍。

軍

中

人

無

所

食、

其
事

奈

何

？
』

以

揺

動

群
心、

其

意
非
止

欲

中

傷

臣

而

巳。
」

後

数

日、

又

猟

苑

中、

会

神

策
軍

人

跪

馬

前

云、
「
度
支

不

給
馬

草、
」

徳

宗

意
延

齢
前

言、

即

迴
馬

而

帰。

由
是

貶

贄
為

忠
州

別

駕、

滂、

充

皆

斥
逐。

徳

宗

怒

未

解、

贄

不

可
測、

頼

陽
城

等

救

乃
止

。

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
コ
ロ

コ
し
ぴ
コ

じ

コ
ヒ
ぴ

び
ロ

リ

コ
ロ

リ
コ

ぼ

ロ
コ
ロ
ロ

コ

　
コ
　
　
　
　
　
　

　
　

ロ
ロ
ヨ

ロ
コ

じ
じ
ぼ

　

コ

　
コ
コ

コ
　

　
　
コ
　
　

コ

　
　
ぼり

　
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

ロ

一
　

贄
之

為

相、

常

以

少

年
入

翰
林、

得

幸

於

天

子、

長

養

成
就

之、

不

敢

自

愛
。

事
之
・

コ
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

コ

 

不

可

者、

皆
争
之

。

徳
宗

在

位

久、

益

自

攬

持

機

柄、

親

治
細

事、

失

君

人
大

体、

宰一

一

相

益

不

得

行

其

事
職。

而

議

者

乃
云

由

贄

而

然
。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
一

喩
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

冒

　

贄

居

忠

州

十

餘

年、

常

閉

門
不

出
入、

人

無

識

面

者．

避

謗

不

著

書、

習

医

方、

集
古

今

名

方

為
『

陸
氏

集

験

方
』

五

十

巻、

卒

於

忠
州、

年
五

十
二。

　
上

初
即

位、

与

鄭

餘
慶、

陽

城

同

徴。

詔
始

下、

而

城、

贄
皆

卒。
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